
【 

解
　
題 

】

著
者
ら
は
、
史
料
編
纂
所
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
の
一
般
共
同
研
究
と
し
て

二
〇
二
二
年
度
・
二
〇
二
三
年
度
「
未
撮
影
史
料
を
中
心
と
す
る
陽
明
文
庫
の
調

査
・
研
究
」、
二
〇
二
四
年
度
・
二
〇
二
五
年
度
「
陽
明
文
庫
所
蔵
「
一
般
文
書
目

録
」
史
料
の
調
査
・
研
究
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
本
稿
は
そ
の
経
過
報
告
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
に
調
査
し
た
史
料
の
目
録
の
一
部
、
お
よ
び
注
目
さ
れ
る
史
料
数
点

を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

公
益
財
団
法
人
陽
明
文
庫
は
、
摂
関
家
の
一
つ
近
衞
家
の
文
庫
で
あ
る
。
古
代
か

ら
近
代
に
至
る
ま
で
一
〇
万
点
以
上
に
及
ぶ
膨
大
な
史
料
が
ま
と
ま
っ
て
子
孫
の
家

に
伝
来
し
て
お
り
、
各
時
代
の
政
治
史
・
文
化
史
な
ど
の
観
点
か
ら
も
、
極
め
て
貴

重
な
史
料
群
で
あ
る
。
文
庫
の
概
要
に
つ
い
て
は
尾
上
陽
介
「
陽
明
文
庫
所
蔵
史
料

に
よ
る
料
紙
研
究
の
可
能
性
」
を
参
照
さ
れ
た
（
（
（
い
。

史
料
編
纂
所
で
は
、
古
く
か
ら
陽
明
文
庫
所
蔵
史
料
の
調
査
・
撮
影
を
進
め
て
き

た
。
こ
れ
ら
の
成
果
を
も
と
に
『
大
日
本
古
記
録
』
歴
代
関
白
記
の
刊
行
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
ま
た
図
書
室
に
お
い
て
は
写
真
帳
な
ど
の
複
本
、
近
年
で
は
大
型
科
研

の
研
究
成
果
に
よ
り
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
形
で
も
公
開
が
行
わ
れ
て
い
（
（
（
る
。
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
は
、
陽
明
文
庫
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
も
「
陽
明
文
庫
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
」
と
し
て
一
部
公
開
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
所
蔵
史
料
の
規
模
が
非
常
に
大
き

い
た
め
、
い
ま
だ
未
撮
影
・
未
調
査
の
史
料
や
、
撮
影
済
み
で
あ
っ
て
も
十
分
に
研

究
・
利
用
さ
れ
て
い
な
い
史
料
、
さ
ら
に
本
来
は
一
具
で
あ
っ
た
も
の
が
、
伝
来
の

過
程
で
分
離
し
て
保
管
さ
れ
て
い
る
史
料
も
存
在
し
、
継
続
的
な
調
査
が
必
要
で
あ

る
。そ

こ
で
本
共
同
研
究
で
は
、
陽
明
文
庫
で
運
用
さ
れ
て
い
る
い
く
つ
か
の
目
録
の

内
「
一
般
文
書
目
録
」
に
分
類
さ
れ
た
史
料
を
中
心
に
、
悉
皆
調
査
を
行
っ
て
い

る
。
史
料
群
の
性
格
や
、
個
別
の
史
料
の
検
討
、
紹
介
を
し
つ
つ
、
細
目
録
の
作
成

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
一
般
文
書
目
録
」
は
九
万
八
千
点
余
を
収
め
る
大
規
模
な
目
録
で
、
陽
明
文
庫

の
所
蔵
史
料
の
中
で
も
多
数
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
目
録
の
成
立
過
程
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。

一
九
二
三
年
の
関
東
大
震
災
の
後
、
近
衞
文
麿
は
史
料
の
保
全
と
利
用
の
た
め
、

京
都
帝
国
大
学
図
書
館
（
新
村
出
館
長
）
に
、
所
蔵
史
料
の
う
ち
祖
先
の
日
記
な
ど
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近
衞
家
に
特
に
関
係
の
深
い
文
書
・
典
籍
を
除
く
、
一
三
五
箱
九
万
八
千
点
を
寄
託

し
（
（
（
た
。
寄
託
を
受
け
た
京
都
帝
国
大
学
図
書
館
で
は
、
そ
の
後
約
七
年
間
（
〜
一
九

三
一
年
）
を
か
け
て
、
同
図
書
館
の
山
鹿
誠
之
助
司
書
官
、
井
川
定
慶
・
藤
直
幹
嘱

託
ら
が
整
理
を
行
い
、
目
録
（「
近
衞
家
寄
託
文
書
目
録
」）
を
作
成
し
（
（
（
た
。
こ
の
目

録
が
現
在
「
一
般
文
書
目
録
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
目
録
に
は
、
史
料

番
号
、
文
書
名
、
員
数
が
記
さ
れ
て
お
り
、
内
容
や
年
代
の
注
記
が
あ
る
も
の
も
あ

る
。
史
料
番
号
は
一
か
ら
九
八
六
一
八
に
及
ぶ
。
た
だ
し
一
つ
の
目
録
番
号
に
複
数

の
文
書
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
総
点
数
は
さ
ら
に
多
い
と
想
定
さ
れ

る
。一

九
三
八
年
、
近
衞
文
麿
は
京
都
市
右
京
区
に
陽
明
文
庫
を
設
立
し
た
。
京
都
帝

国
大
学
に
寄
託
さ
れ
て
い
た
史
料
も
多
く
が
近
衞
家
に
返
還
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て

い
（
（
（
る
。

現
在
、
陽
明
文
庫
で
は
「
一
般
文
書
目
録
」
を
、
内
容
別
に
「
第
一
門　

家
門　

付
諸
家
」「
第
二
門　

皇
室
」「
第
三
門　

書
状
」
な
ど
二
十
三
の
部
門
に
分
類
し
、

さ
ら
に
そ
の
中
を
細
項
目
に
わ
け
て
運
用
し
て
い
（
（
（
る
。
こ
の
う
ち
「
第
三
門　

書

状
」
に
つ
い
て
は
「
陽
明
文
庫
所
蔵
一
般
文
書
目
録
「
消
息
」
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
撮

影
目
録
お
よ
び
索
引
」
に
お
い
て
撮
影
目
録
の
紹
介
を
行
っ
（
（
（
た
。
本
研
究
で
は
、

「
第
一
門　

家
門　

付
諸
家
」「
第
七
門　

仏
教
」
な
ど
を
中
心
に
調
査
を
進
め
て
お

り
、
本
稿
は
そ
の
う
ち
「
第
七
門　

仏
教
」（
約
三
千
点
弱
が
収
め
ら
れ
る
）
に
関

す
る
目
録
の
一
部
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
第
七
門　

仏
教
」
に
は
、
仏

事
に
関
す
る
文
書
、
仏
事
の
記
録
、
縁
起
、
法
語
、
名
号
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。

本
稿
で
紹
介
の
範
囲
は
、
目
録
番
号
の
前
か
ら
子
番
号
含
め
三
五
四
点
と
な
る
。
続

く
箇
所
は
興
福
寺
関
係
の
史
料
が
続
き
、
ま
と
ま
っ
た
分
量
が
あ
る
た
め
、
一
括
し

て
紹
介
し
た
ほ
う
が
良
い
と
考
え
、
そ
の
手
前
ま
で
と
し
た
。
な
お
「
一
般
文
書
目

録
」
は
、
膨
大
な
史
料
を
短
期
間
の
う
ち
に
網
羅
的
に
整
理
し
た
労
作
で
あ
る
が
、

そ
の
た
め
事
前
に
内
容
や
形
態
ご
と
の
分
類
を
経
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

お
そ
ら
く
当
時
の
保
管
秩
序
に
よ
り
、
機
械
的
に
目
録
番
号
を
付
し
た
と
推
測
さ
れ

る
。
そ
の
結
果
、
同
一
の
寺
院
に
関
す
る
文
書
で
あ
っ
て
も
番
号
が
連
続
せ
ず
、
離

れ
た
箇
所
に
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
本
稿
で
は
目
録
番
号
の
順
に
配
列
し
、

関
係
す
る
と
推
測
さ
れ
る
寺
院
名
を
、
表
中
の
「
関
係
寺
院
」
欄
に
示
す
形
と
し

た
。
ま
た
内
容
上
、
直
接
に
仏
教
に
関
係
し
な
い
と
思
わ
れ
る
史
料
も
含
ま
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
「
そ
の
他
」
と
し
て
整
理
し
た
。

で
は
、
な
ぜ
こ
れ
ら
の
寺
院
に
関
係
す
る
史
料
が
、
陽
明
文
庫
に
残
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
個
別
に
検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
今
回
紹
介
す
る
中
で
一
様
院
・
西
王
寺
・
三
時
智
恩
寺
・
円
通
寺
・
光

照
院
な
ど
は
近
衞
家
に
所
縁
の
あ
る
寺
院
で
あ
り
、
そ
の
関
係
に
よ
り
文
書
が
伝
来

し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
大
和
栄
山
寺
の
文
書
は
、
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
の

訴
訟
に
際
し
、
栄
山
寺
よ
り
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
（
（
（
る
。
こ
の

よ
う
に
摂
関
家
と
し
て
訴
訟
や
運
営
に
関
与
し
た
際
に
、
提
出
さ
れ
た
文
書
が
多
数

含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
寺
院
側
か
ら
勧
進
等
を
求
め
る
た
め
に
、

縁
起
や
関
係
文
書
な
ど
が
近
衞
家
に
届
け
ら
れ
る
こ
（
（
（
と
、
後
述
の
新
長
谷
寺
縁
起
・

大
寺
縁
起
の
よ
う
に
近
衞
家
の
人
物
が
縁
起
や
経
典
な
ど
の
作
成
に
関
与
し
た
例
も

確
認
さ
れ
る（（1
（

。

次
に
い
く
つ
か
の
史
料
を
紹
介
し
た
い
。

㈠
新
長
谷
寺
縁
起

ま
ず
一
つ
は
、
吉
田
山
新
長
谷
寺
の
縁
起
で
あ
る
（
目
録
番
号
二
三
一
二
〇
「
新

長
谷
寺
縁
起
写
」、
同
五
四
三
八
二
「
吉
田
山
新
長
谷
寺
縁
起
」）。
新
長
谷
寺
は
、

か
つ
て
京
都
市
神
楽
岡
西
、
吉
田
神
社
の
境
内
に
所
在
し
た
神
宮
寺
で
あ
る
が
、
明

治
維
新
期
の
廃
仏
毀
釈
に
よ
り
、
現
在
は
真
如
堂
（
真
正
極
楽
寺
）
の
境
内
に
移
さ

れ
て
い
る
。

陽
明
文
庫
所
蔵
の
縁
起
に
よ
れ
ば
、
九
世
紀
の
藤
原
山
蔭
は
、
か
つ
て
父
が
助
け
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た
亀
に
命
を
救
わ
れ
た
。
父
は
こ
れ
を
長
谷
観
音
の
ご
加
護
で
あ
る
と
信
じ
、
信
仰

を
深
め
た
。
成
長
し
た
山
蔭
は
、
播
磨
守
に
任
ぜ
ら
れ
、
任
国
播
磨
に
亀
井
寺
を
建

立
し
た
。
あ
る
時
、
明
石
浦
で
霊
木
が
見
い
だ
さ
れ
、
こ
の
霊
木
を
祀
る
に
ふ
さ
わ

し
い
場
所
を
祈
請
し
た
と
こ
ろ
、
霊
木
が
示
し
た
の
が
吉
田
の
山
蔭
邸
、
す
な
わ
ち

今
の
吉
田
社
の
地
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
長
谷
寺
の
観
音
の
化
身
が
、
こ
の
霊

木
か
ら
観
音
像
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
摂
津
総
持
寺
に
祀
っ
た
。
吉
田
に
は
そ
の
観
音

像
を
模
し
た
像
を
祀
り
、
こ
れ
が
新
長
谷
寺
の
起
源
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
、

東
三
条
院
（
円
融
院
后
）
が
吉
田
社
を
再
興
し
、
吉
田
祭
は
勅
祭
と
さ
れ
た
。
さ
ら

に
藤
原
道
長
は
自
筆
の
書
を
卜
部
兼
延
に
与
え
、
吉
田
社
を
平
安
京
に
お
け
る
氏
社

氏
寺
と
す
る
と
伝
え
た
と
い
う
。
吉
田
社
に
と
っ
て
重
要
な
縁
起
で
あ
る
。

吉
田
神
社
神
主
吉
田
家
の
文
書
は
、
現
在
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
の
吉
田
文

庫
に
多
数
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
『
新
長
谷
寺
縁
起
』
が
四
本
所
蔵
さ
れ

て
お
り
、
日
沖
敦
子
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
（
（1
（
る
。
日
沖
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら

の
伝
本
は
Ａ
系
統
（
吉
田
文
庫
所
蔵
番
号
：
吉
三
四
―
七
八
、
六
八
、
七
七
）、
Ｂ

系
統
（
同
：
吉
三
四
―
七
六
）
の
二
系
統
に
分
類
さ
れ
る
。
Ａ
系
統
は
、
元
禄
八
年

（
一
六
九
五
）
の
吉
田
兼
連
（
兼
敦
、
一
七
五
三
〜
一
七
三
一
）
の
次
の
奥
書
（
吉

三
四
―
七
八
）
に
よ
り
、
成
立
過
程
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
る
。

右
縁
起
者
、
左
金
吾
雅
豊
卿
所
被
書
写
也
、
別
有
一
巻
者
近
衞
博
陸
公
真
跡
也
、

こ
こ
か
ら
こ
の
縁
起
が
飛
鳥
井
雅
豊
（
兼
連
母
は
、
雅
豊
父
雅
章
の
養
女
）
に

よ
っ
て
書
か
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
一
方
、
こ
の
奥
書
中
の
「
別
有
一
巻
者
近
衞

博
陸
公
真
跡
」 

に
つ
い
て
は
、 

日
沖
氏
は
未
詳
と
さ
れ
て
い
る
。 

一
方
の
Ｂ
系
統
は
、 

成
立
年
代
は
江
戸
中
期
ご
ろ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
奥
書
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
陽
明
文
庫
に
は
、
一
般
文
書
目
録
二
三
一
二
〇
「
新
長
谷
寺
縁
起

写
」、
同
五
四
三
八
二
「
吉
田
山
新
長
谷
寺
縁
起
」（
今
回
の
紹
介
範
囲
外
）
が
あ

る
。
二
三
一
二
〇
「
新
長
谷
寺
縁
起
写
」
に
は
「
応
円
満
院
基
熈
公
御
筆
写　

新
長

谷
寺
縁
起
」
と
の
ウ
ハ
書
が
あ
り
、
奥
書
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

右
新
長
谷
寺
縁
起
一
巻
左
大
臣
基
熈
公
令
書
之
給
、
於
外
題
者
内
大
臣
家
熈
公

之
賢
筆
也
、
永
年
不
朽
之
宝
、
諸
生
渇
仰
之
基
、
何
事
若
之
哉
、
仍
忘
腐
毫
之

慚
、
聊
記
旨
趣
于
巻
末
畢
、

　
　
　

元
禄
二
年
八
月
十
八
日　

左
兵
衛
督
卜
部
兼
連

ま
た
五
四
三
八
二
「
吉
田
山
新
長
谷
寺
縁
起
」
の
端
裏
書
に
は
「
吉
田
新
長
谷
寺

縁
起
／
兼
連
卿
所
望
書
遣
草
案
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
元
禄
二

年
（
一
六
八
九
）
に
吉
田
兼
連
の
依
頼
に
応
じ
て
、
近
衞
基
熈
（
一
六
四
八
〜
一
七

二
二
。
Ａ
系
統
の
奥
書
の
元
禄
八
年
時
点
で
は
博
陸
（
関
白
））
が
本
文
を
書
き
、

そ
の
子
の
家
熈
（
一
六
六
七
〜
一
七
三
六
）
が
外
題
を
書
い
た
縁
起
が
存
在
し
た
こ

と
が
明
ら
か
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
縁
起
の
本
文
は
、
い
ず
れ
も
日
沖
氏
が
分
類
す
る

Ｂ
系
統
に
属
し
、
吉
田
文
庫
の
吉
三
四
―
七
六
の
縁
起
と
同
一
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
前
述
の
「
別
有
一
巻
者
近
衞
博
陸
公
真
跡
」
と
は
、
こ
の
Ｂ
系
統
（
吉
三
四
―
七

六
）
の
縁
起
を
指
す
と
考
え
ら
れ
、
陽
明
文
庫
所
蔵
の
五
四
三
八
二
「
吉
田
山
新
長

谷
寺
縁
起
」
は
そ
の
草
案
、
二
三
一
二
〇
「
新
長
谷
寺
縁
起
写
」
は
の
ち
に
作
成
さ

れ
た
写
本
と
推
測
さ
れ
る
。
本
文
を
比
較
す
る
と
、
日
沖
氏
の
翻
刻
の
行
数
で
五
〇

行
目
〜
五
二
行
目
に
は
菩
薩
の
台
詞
と
し
て
「
栴
檀
香
木
長
三
尺
六
寸
〜
」
と
語
る

箇
所
が
あ
る
。
こ
の
台
詞
は
、
陽
明
文
庫
所
蔵
の
草
案
五
四
三
八
二
で
は
細
字
で
挿

入
さ
れ
、「
此
注
如
本
行
書
之
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
さ
ら
に
末
尾
の
「
霊

精
験
有
守
護
冥
衆
愍
」
の
の
ち
に
「
彼
孝
子
、
渡
海
無
難
到
其
所
云
々
」
と
い
う
文

章
が
さ
ら
に
細
字
で
示
さ
れ
、「
此
細
注
も
本
行
ノ
コ
ト
ク
」
と
注
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
の
ち
の
写
本
で
あ
る
二
三
一
二
〇
「
新
長
谷
寺
縁
起
写
」
で
は
本
文

の
一
部
に
な
っ
て
お
り
、
草
案
の
指
示
通
り
に
書
か
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
な

お
天
理
本
で
は
「
彼
孝
子
、
渡
海
無
難
到
其
所
云
々
」
は
細
字
の
ま
ま
で
あ
る
。

も
う
一
点
、
日
沖
氏
の
翻
刻
の
行
数
で
一
〇
六
行
目
に
は
「
仏
所
を
は
く
え
ら
か

し
」
と
い
う
文
章
が
見
え
る
。
こ
れ
は
陽
明
文
庫
所
蔵
草
案
五
四
三
八
二
で
は
「
く

え
は
ら
ら
か
し
」
と
あ
り
、
脇
に
「
蹴
散
」
と
い
う
漢
字
を
示
し
「
ク
エ
ハ
ラ
ヽ
カ

東京大学史料編纂所研究紀要　第36号　2026年 3 月　（200） 

公益財団法人陽明文庫『一般文書目録』「仏教」の紹介（一）（藤井・尾上・林・遠藤）



シ
」
と
い
う
読
み
と
「
神
書
ニ
ア
リ
」
と
の
説
明
が
付
さ
れ
て
い
る
。
の
ち
の
写
本

で
あ
る
二
三
一
二
〇
で
は
「
く
え
は
ら
ゝ
か
し
」
と
記
さ
れ
る
。
書
写
の
た
め
に
吉

田
家
で
説
明
を
付
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
他
の
主
な
異
同
は
注
に
示
し
（
（1
（
た
。
な

お
こ
の
よ
う
な
異
同
か
ら
は
、
現
在
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
縁
起
も
写
本
の
可
能
性
が
あ
る
。
縁
起
が
作
成
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
依
頼
者
お
よ

び
作
成
者
双
方
に
史
料
が
残
さ
れ
、
そ
の
成
立
過
程
が
明
ら
か
と
な
る
点
、
興
味
深

い
事
例
と
い
え
よ
う
。

江
戸
時
代
初
期
、
吉
田
家
の
家
運
は
衰
え
て
い
た
。
幼
く
し
て
家
を
継
い
だ
兼
連

は
、
門
人
の
吉
川
惟
足
の
援
助
に
よ
り
家
運
の
復
興
に
努
め
（
（1
（

た
。
本
縁
起
も
そ
う
し

た
再
興
の
一
環
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

㈡
大
寺
縁
起

同
様
に
一
般
文
書
目
録
五
三
九
六
五
「
大
寺
縁
起
」
も
、
縁
起
の
作
成
に
近
衞
家

が
関
与
し
た
こ
と
に
よ
り
、
同
文
庫
に
伝
来
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
縁
起

は
堺
の
開
口
神
社
の
神
宮
寺
で
あ
る
念
仏
寺
（
通
称
「
大
寺
」）
の
縁
起
の
写
本

で
、
原
本
は
開
口
神
社
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
開
口
神
社
所
蔵
原
本
の
奥
書
に
よ
れ

ば
、
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）「
御
施
主
近
衞
関
白
左
大
臣
基
熈
公
」
に
よ
り
作
成

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
原
本
は
、
絵
を
土
佐
光
起
が
描
き
、
詞
書
を
基
熈
・
家
熈
を

は
じ
め
と
す
る
二
五
名
の
公
卿
・
親
王
が
執
筆
し
、
外
題
は
常
子
内
親
王
（
基
熈

室
）
の
手
に
な
る
豪
華
な
縁
起
絵
巻
で
あ
（
（1
（
る
。

そ
し
て
こ
の
縁
起
の
作
成
を
契
機
と
し
て
、
近
衞
家
と
開
口
神
社
と
の
関
係
が
築

か
れ
た
と
さ
れ
る
。
江
戸
時
代
を
通
じ
て
交
流
は
続
き
、
鳥
居
に
掲
げ
ら
れ
た
額
の

「
開
口
神
社
」
と
い
う
題
字
は
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に
近
衞
忠
熈
が
揮
毫
し

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
目
録
の
五
三
九
六
六
〜
七
七
は
、
幕
末
期
に
大
寺
が
近
衞
家

の
権
威
を
仮
り
、
狼
藉
を
し
て
い
る
と
咎
め
ら
れ
、
釈
明
を
し
て
い
る
文
書
で
あ

る
。
そ
の
や
り
と
り
か
ら
も
両
者
の
関
係
が
窺
わ
れ
る
。

㈢
丹
波
円
通
寺
関
係
文
書

次
に
丹
波
円
通
寺
関
係
の
文
書
を
紹
介
す
る
。
円
通
寺
は
現
在
の
兵
庫
県
丹
波
市

氷
上
町
に
所
在
し
、
足
利
尊
氏
の
第
四
子
英
仲
法
俊
を
開
山
と
す
る
寺
で
あ
る
。
第

二
代
は
近
衞
道
嗣
の
子
の
牧
翁
性
欽
で
あ
る
。
戦
国
時
代
に
は
、
京
を
追
わ
れ
た
近

衞
前
久
が
一
時
赤
井
氏
を
頼
っ
て
こ
の
付
近
に
滞
在
し
て
い
る
。
一
般
文
書
目
録
に

は
、
英
仲
法
俊
・
牧
翁
性
欽
の
年
譜
・
伝
記
（
一
般
文
書
目
録
五
三
九
四
六
・
五
三

九
四
七
）
の
ほ
か
、
天
正
六
年
九
月
日
付
の
明
智
光
秀
禁
制
（
五
三
九
四
四
）
な
ど

数
点
の
文
書
写
も
伝
わ
る
。

こ
の
う
ち
五
三
九
五
〇
「
円
通
寺
の
事
」
は
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
六
月
二
八

日
付
で
、
近
衞
家
と
円
通
寺
の
由
緒
を
記
し
た
書
付
で
あ
る
。
冒
頭
に
は

丹
波
国
氷
上
郡
井
中
村
永
谷
山
円
通
寺
と
申
禅
寺
古
跡
に
て
、
色
々
従
往
古
之

記
録
、
猶
更

近
衞
様
御
由
緒
も
有
之
由
承
知
之
旨
、
池
上
宝
庵
・
池
上
平
之
丞
よ
り
申
趣
、

早
速
伊
兵
衛
罷
下
、
三
人
同
道
仕
、
六
月
廿
日
彼
寺
え
参
、
委
細
相
尋
申
候
処

と
見
え
る
。
こ
の
元
禄
七
年
の
調
査
の
時
に
、
一
連
の
円
通
寺
関
係
記
録
・
文
書
が

献
上
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

五
三
九
四
六
「
丹
州
永
谷
円
通
英
仲
禅
師
・
牧
翁
禅
師
年
譜
年
譜
」
は
、
円
通
寺

文
書
に
同
文
の
年
譜
が
あ
る
。
し
か
し
円
通
寺
文
書
の
年
譜
は
円
通
英
仲
禅
師
の
至

徳
二
年
の
途
中
ま
で
で
後
半
が
失
わ
れ
て
い
る
。
陽
明
文
庫
所
蔵
の
年
譜
に
よ
り
全

体
が
判
明
す
る
点
で
も
貴
重
で
あ
ろ
う
。

ま
た
天
文
二
二
年
（
一
五
五
三
）
六
月
一
一
日
付
「
丹
波
国
円
通
寺
宛
家
ー
判

物
」（
五
三
九
四
五
）
は
、
現
在
の
円
通
寺
文
書
に
は
見
え
ず
、
新
出
の
史
料
と
み

ら
れ
る
。
次
に
翻
刻
を
掲
げ
る
。

氷
上
郡
円
通
寺
之
事
、
為
御
祈
願
所
上
者
、
代
々
任
御
判
之
旨
、
不
可
有
別
儀

候
、
并
忠（赤
井
）家・
時（赤
井
）家令
遵
行
上
者
、
聊
不
可
有
相
違
者
也
、
仍
状
如
件
、

　

天
文
廿
二

　
　

六
月
十
一
日　
　
　

家
ー
判
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あ
ま
り
古
ひ
候
ま
ゝ
わ
け
見
へ
か
ね
申
候
、

文
末
に
「
あ
ま
り
古
ひ
候
ま
ゝ
わ
け
見
へ
か
ね
申
候
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
、
写
さ
れ
た
当
時
（
元
禄
年
中
ヵ
）
す
で
に
原
本
が
古
び
て
判
読
困
難
だ
っ

た
よ
う
で
、
正
確
な
写
で
あ
る
か
否
か
は
不
分
明
で
あ
る
。
室
町
時
代
の
丹
波
国
は

細
川
京
兆
家
の
領
国
で
あ
り
、
天
文
二
二
年
ご
ろ
に
は
、
細
川
晴
元
と
三
好
長
慶
の

対
立
に
よ
っ
て
、
戦
乱
状
況
が
続
い
て
い
（
（1
（
た
。
文
中
に
見
え
る
忠
家
・
時
家
は
付
近

の
有
力
国
人
で
、
晴
元
方
に
つ
い
た
赤
井
氏
の
人
物
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
文
書
は

円
通
寺
を
御
祈
願
所
と
し
て
安
堵
す
る
内
容
で
あ
り
、
差
出
の
「
家
ー
」
の
正
体
は

不
明
だ
が
、
細
川
晴
元
方
に
属
す
る
人
物
で
あ
ろ
う
か
。
今
後
検
討
を
深
め
て
い
き

た
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
契
機
に
よ
っ
て
作
成
・
伝
来
し
た
多
様
な
史
料
が

確
認
で
き
る
点
は
、
陽
明
文
庫
所
蔵
史
料
の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
。
調
査
は
ま
だ
途

上
に
あ
り
、
ご
く
一
部
の
紹
介
に
と
ど
ま
る
が
、
広
く
ご
教
示
を
賜
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

末
尾
な
が
ら
、
本
調
査
を
お
許
し
く
だ
さ
っ
て
い
る
名
和
修
文
庫
長
、
名
和
知
彦

事
務
長
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。

注（
1
）
渋
谷
綾
子
・
天
野
真
志
編
『
古
文
書
の
科
学
』
文
学
通
信
、
二
〇
二
三
年
。

（
2
）
科
学
研
究
費
補
助
金
（
学
術
創
成
研
究
費
）「
目
録
学
の
構
築
と
古
典
学
の
再
生
―

天
皇
家
・
公
家
文
庫
の
実
態
復
原
と
伝
統
的
知
識
体
系
の
解
明
―
」（
研
究
代
表
田

島
公
、
二
〇
〇
七
年
〜
二
〇
一
一
年
度
）、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
S
）

「
日
本
目
録
学
の
基
盤
確
立
と
古
典
学
研
究
支
援
ツ
ー
ル
の
拡
充
―
天
皇
家
・
公
家

文
庫
を
中
心
に
―
」（
研
究
代
表
田
島
公
、
二
〇
一
二
年
〜
二
〇
一
六
年
度
）、
科
学

研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
S
）「
天
皇
家
・
公
家
文
庫
収
蔵
史
料
の
高
度
利
用
化

と
日
本
目
録
学
の
進
展
―
知
の
体
系
の
構
造
伝
来
の
解
明
」（
研
究
代
表
田
島
公
、

二
〇
一
七
年
〜
二
〇
二
一
年
度
）、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
A
）「
摂
関
家

伝
来
史
料
群
の
研
究
資
源
化
と
伝
統
的
公
家
文
化
の
総
合
的
研
究
」（
研
究
代
表
尾

上
陽
介
、
二
〇
一
七
年
〜
二
〇
二
一
年
度
）、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
B
） 

「
摂
関
家
伝
来
大
規
模
史
料
群
の
目
録
精
緻
化
に
よ
る
構
造
の
解
明
と
研
究
資
源

化
」（
研
究
代
表
尾
上
陽
介
、
二
〇
二
三
年
〜
二
〇
二
七
年
度
）
な
ど
。

（
3
）
こ
れ
以
前
、
明
治
三
三
年
六
月
に
、
当
時
設
立
し
た
ば
か
り
の
京
都
帝
国
大
学
附

属
図
書
館
に
典
籍
一
二
一
九
部
一
〇
〇
二
九
冊
、
大
正
五
年
七
月
に
典
籍
七
六
九
部

一
〇
六
〇
六
冊
が
寄
託
さ
れ
て
い
る
（『
財
団
法
人
陽
明
文
庫
要
覧
』）。

（
4
）
京
都
大
学
附
属
図
書
館
編
・
刊
『
京
都
大
学
附
属
図
書
館
六
十
年
史
』
第
三
章
第

三
節
「
近
衞
文
庫
」、
一
九
六
一
年
。

（
5
）
明
治
・
大
正
期
に
別
途
寄
託
さ
れ
て
い
た
典
籍
の
う
ち
二
一
九
部
三
一
五
〇
冊
は

寄
贈
さ
れ
、
現
在
京
都
大
学
附
属
図
書
館
「
近
衞
文
庫
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
6
）
名
和
修
「
陽
明
文
庫
の
沿
革
」
田
島
公
編
『
近
衞
家
名
宝
か
ら
た
ど
る
宮
廷
文
化

史
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
六
年
。

（
7
）
遠
藤
珠
紀
・
尾
上
陽
介
・
藤
井
讓
治
「
陽
明
文
庫
所
蔵
一
般
文
書
目
録
「
消
息
」

高
精
細
デ
ジ
タ
ル
撮
影
目
録
お
よ
び
索
引
」
尾
上
陽
介
編
『
禁
裏
・
公
家
文
庫
研

究
』
九
、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
二
三
年
。

（
8
）
尾
上
陽
介
・
下
村
周
太
郎
「
陽
明
文
庫
所
蔵
栄
山
寺
文
書
に
つ
い
て
」『
文
書
群
復

元
と
歴
史
的
景
観
復
元
の
融
合
に
よ
る
栄
山
寺
お
よ
び
栄
山
寺
領
の
総
合
的
研
究
』

（
二
〇
二
〇
年
〜
二
〇
二
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
B
研
究
成
果
報
告

書
、
研
究
代
表
下
村
周
太
郎
）
二
〇
二
四
年
。

（
9
）
例
え
ば
尾
上
陽
介
「『
御
写
物
』」『
陽
明
文
庫
講
座
図
録
』
五
、
二
〇
二
三
年
参
照
。

（
10
）『
大
寺
さ
ん
』
堺
市
博
物
館
、
二
〇
一
六
年
。

（
11
）
日
沖
敦
子
「
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
『
新
長
谷
寺
縁
起
』」『
名
古
屋
市
立

大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
所
人
間
文
化
研
究
』
七
、
二
〇
〇
七
年
。

（
12
）
漢
字
で
あ
る
か
仮
名
で
あ
る
か
、
な
ど
に
若
干
の
異
同
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か

意
味
に
関
わ
る
異
同
を
次
に
掲
げ
る
。
な
お
行
替
わ
り
も
三
本
と
も
ほ
ぼ
同
一
で
あ

る
た
め
、
日
沖
氏
の
翻
刻
の
行
数
で
示
す
。�

 
二
五
行
目
：
日
沖
氏
翻
刻
「
忍
を
知
り
」
→
陽
明
本
両
本
「
恩
を
知
り
」。�

 

二
七
行
目
「
即
得
渉
所
」
→
「
即
得
浅
所
」。�

 

五
四
行
目
「
や
う
や
く
」
→
「
や
う
ゝ
ゝ
」。�
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五
七
行
目
「
酉
に
下
り
」
→
「
国
に
下
り
」。�

 
一
二
七
行
目
「
案
座
し
」
→
「
安
置
し
」。

（
13
）
井
上
智
勝
『
吉
田
神
道
の
四
百
年
』
講
談
社
、
二
〇
一
三
年
。

（
14
）『
大
寺
さ
ん
』
堺
市
博
物
館
、
二
〇
一
六
年
。

（
15
）
馬
部
隆
弘
『
戦
国
期
細
川
権
力
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
年
な
ど
参
照
。

【
付
記
】
本
稿
は
、
二
〇
二
二
年
度
・
二
〇
二
三
年
度
史
料
編
纂
所
共
同
利
用
・
共
同
研
究

拠
点
一
般
共
同
研
究
「
未
撮
影
史
料
を
中
心
と
す
る
陽
明
文
庫
の
調
査
・
研
究
」、
二
〇
二

四
年
度
・
二
〇
二
五
年
度
同
「
陽
明
文
庫
所
蔵
「
一
般
文
書
目
録
」
史
料
の
調
査
・
研

究
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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目
録
番
号

関
連
寺
院

史
料
名

員
数

年
月
日

差
出

書
出
／
書
止

備
考

宛
所

12350
一
様
院

一
様
庵
規
則

1
巻

享
保
4
年
9
月
14
日

家
熈
公

従
一
位
家
熈
／
玆
諭

双
鉤
本
（
朱
字
）。
一
様
院
文
書
に
原
本
あ
り
。

23103

・104

参
照

―

12351

丹
波
円
通

寺

丹
波
国
円
通
寺
由
緒
略

記

1
通
（
近
世
）

―

丹
波
国
円
通
寺
由
緒
略
記
／
有
観
室
妙
音
大
姉
位

牌

外
題
「
丹
波
国
氷
上
郡
永
谷
山
円
通
寺
由
緒
略

記
」。
中
世
以
来
の
近
衞
家
と
の
由
緒
を
記
す

―

12352

丹
波
円
通

寺

円
通
寺
全
景
之
図

1
枚
（
近
世
）

―

―
／
―

彩
色
図

―

12353

丹
波
円
通

寺

寺
籍
明
細

1
冊

明
治
31
年
5
月

円
通
寺
住
職
原
宣
明
（
印
）

丹
波
国
氷
上
郡
幸
世
村
／
之
ヲ
保
管
セ
シ
ム

丹
波
国
氷
上
郡
円
通
寺
の
明
細
書

近
衞
公
爵
殿
下

12354

下
野
円
通

寺

覚
書

1
通

―

―

下
野
益
子
／
引
導
ハ
円
雪
〈
五
十
余
〉

書
付
。
下
野
益
子
大
澤
円
通
寺
に
関
す
る
も
の

―

12355

栄
山
寺

栄
山
寺
願
書
草
案

1
通

元
禄
16
年
11
月

栄
山
寺
年
預
坊
金
剛
院
／
（
合

点
）
普
賢
院
／
福
寿
院
／
（
合

点
）
不
動
院
／
（
合
点
）
歓
喜

天
院

乍
憚
書
付
を
以
御
願
／
護
持
院
様
御
末
寺
之
儀
偏

奉
頼
候　

已
上

護
持
院
大
僧
正
様
の
末
寺
と
な
る
こ
と
を
願
う
。

『
文
書
群
復
元
と
歴
史
的
景
観
復
元
の
融
合
に
よ

る
栄
山
寺
お
よ
び
栄
山
寺
領
の
総
合
的
研
究
』

（
以
下
『
栄
山
寺
』）
参
照
。
史
料
編
纂
所
架
蔵
写

真
帳6171.65-30

天
龍
大
比
丘
様

12356

栄
山
寺

和
州
栄
山
寺
文
書
之
写

1
通

永
承
5
年

―

―
／
―

未
見
。『
栄
山
寺
』
参
照

―

12357

栄
山
寺

栄
山
寺
旧
記
目
録

1
通

永
暦
元
年

―

―
／
―

未
見
。『
栄
山
寺
』
参
照

―

12358

栄
山
寺

東
北
院
家
政
所
下
文
写

1
通

寛
正
・
文
明

―

―
／
―

未
見

―

12359

東
福
寺

東
福
寺
海
蔵
院
鎮
守
毘

沙
門
天
王
縁
起

1
通

―

―

東
福
寺
海
蔵
院
鎮
守
毘
沙
門
天
王
縁
起　

当
院
は

近
衞
関
白
基
嗣
公
の
草
創
／
疑
念
を
生
ず
る
こ
と

な
か
れ

刷
物

―

12360

興
福
寺

興
福
寺
々
務
之
事

1
通
（
近
世
前
期
）

―

興
福
寺
別
当
光
長
披
露
分
／
無
品
尊
覚
親
王

包
紙
あ
り
。
ウ
ハ
書
「
光
長
卿
南
曹
之
時
之
披
露

之
分
興
福
寺
之
寺
務
之
事
」。
題
「
興
福
寺
別
当

／
光
長
卿
披
露
分
」。
元
和
2
年
5
月
27
日
の
修

南
院
権
僧
正
光
助
ほ
か
3
件
を
書
上
げ
る

―
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12361

興
福
寺

興
福
寺
回
禄
記

1
冊
（
享
保
9
年
）

―

―
／
―

綴
じ
順
が
逆
転
。
奥
書
に
あ
た
る
部
分
に
朱
書
に

て
「
以
寺
務
宮
本
書
写
了
／
享
保
甲
辰
九
月
朔
」

と
あ
り

―

12362
興
福
寺

興
福
寺
諸
堂
本
尊
之
記

1
冊
（
享
保
2
年
2
月
日
）
―

興
福
寺
伽
藍
安
置
之
諸
尊
今
度
焼
失
并
相
残
尊
像

之
録
／
―

「
右
諸
堂
本
尊
并
諸
尊
失
堕
無
之
」

―

12363

興
福
寺

興
福
寺
縁
起
草
案

1
冊
（
近
世
、
近
衞
家
熈
）
―

興
福
寺
縁
起
／
中
天
笠
摩
／
―

本
奥
書
「
天
正
十
八
暦
庚
寅
年
六
月
廿
八
日
草
集

終
／
寺
務
一
乗
院
殿
進
上
之
」。
奥
書
「
仙
洞
御

本
令
書
写
了　
（
近
衞
家
熈
花
押
）」。
元
文
2
年

の
写
本
が
興
福
寺
に
あ
り

―

12364

興
福
寺

草
案

1
通

享
保
9
年
2
月

―

口
上
覚
／
以
上

両
御
門
主
ヨ
リ
再
興
御
願
書
。
享
保
2
年
興
福
寺

焼
失
、
公
武
に
勧
化
を
願
う

―

12365

高
野
山

亮
深
様
御
願
書

1
通
（
近
世
後
期
）

―

―
／
―

高
野
山
金
剛
峯
寺
再
建
を
願
い
、
先
例
・
由
緒
を

記
す

―

12366

実
相
院

金
乗
院
尊
全
南
松
院
室

返
上
書
写

1
通

文
化
10
年
閏
11
月
26

日

金
乗
院
尊
全

―
／
―

包
紙
あ
り
。
ウ
ハ
書
「
金
乗
院
ゟ
差
出
候
写
」。

力
者
一
件
に
つ
き
一
山
大
衆
不
的
伏
、
南
松
院
を

返
上
す
る

実
相
院
御
門
跡
坊
官
中

12367

西
王
寺

西
王
寺
経
蔵
記

1
冊

享
保
13
年
3
月

―

経
蔵
記
／
宋
宝
／
自
称
応
円
満
院
沙
弥
証
嶽

「
呉
山
客
隠
冨
逸
記
」

―
12368

志
明
院

山
城
葛
野
郡
岩
屋
山
志

明
院
鐘
銘

1
通

元
和
7
年

―

―
／
―

「
前
住
東
福
剛
外
叟
令
柔
誌
焉
」。『
扶
桑
鐘
銘

集
』
に
あ
り

―

12369

大
慈
寺

進
藤
長
義
日
記
抜
萃

1
通

文
久
2
年
7
月
4
日

―

一
薩
州
領
日
州
志
布
志
大
慈
寺
、
此
度
妙
心
寺
再

住
上
京
に
付
／
可
有
参
殿
之
旨
文
過
有
之
云
々

文
久
2
年
7
月
4
日
条
。
日
向
志
布
志
大
慈
寺
と

近
衞
信
尹
の
由
緒
の
記
事
を
抜
粋

―

12370

大
徳
寺

大
徳
寺
に
賜
は
る
諭
書

写

1
通

建
武
4
年
8
月
26
日

―

大
徳
禅
寺
者
／
勿
敢
違
失
矣

花
園
天
皇
宸
翰
御
置
文
。
近
世
の
写
し
か
。
大
徳

寺
文
書
に
正
文
あ
り

興
禅
大
灯
国
師

12371

方
広
寺

洛
陽
大
仏
鐘
銘

1
冊

慶
長
19
年

―

洛
陽
大
仏
鐘
之
銘
／
清
韓
謹
書

方
広
寺
鐘
銘
。
近
世
中
期
以
降
の
写
し
か
。
蔵
書

印
あ
り

―

12372

龍
翔
寺

返
答
書

1
冊

文
化
2
年
7
月

大
徳
寺
役
者
常
楽
菴

―
／
―

龍
翔
寺
一
件
（
大
徳
寺
常
楽
庵
兼
帯
龍
翔
寺
住
持

職
の
綸
旨
に
つ
き
金
地
院
が
支
障
が
あ
る
と
訴
え

た
件
）
に
つ
き

寺
社
御
奉
行
所

12373

龍
翔
寺

金
地
院
願
書
写

1
冊

文
化
元
年
7
月

―

―
／
―

龍
翔
寺
一
件
（
大
徳
寺
常
楽
庵
兼
帯
龍
翔
寺
住
持

職
の
綸
旨
に
つ
き
金
地
院
が
支
障
が
あ
る
と
訴
え

た
件
）
に
つ
き

寺
社
奉
行
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目
録
番
号

関
連
寺
院

史
料
名

員
数

年
月
日

差
出

書
出
／
書
止

備
考

宛
所

12374
龍
翔
寺

願
書
写
願
書
写

2
通
（
近
世
）

―

―
／
―

龍
翔
寺
一
件
（
大
徳
寺
常
楽
庵
兼
帯
龍
翔
寺
住
持

職
の
綸
旨
に
つ
き
金
地
院
が
支
障
が
あ
る
と
訴
え

た
件
）
に
つ
き

―

12374-1

龍
翔
寺

大
徳
寺
役
者
大
徹
宗

斗
・
同
独
庵
宗
譲
・
住

山
大
順
宗
慎
願
書

1
通

文
化
2
年
9
月
15
日

大
徳
寺
役
者
大
徹
宗
斗
・
同
独

庵
宗
譲
・
住
山
大
順
宗
慎

覚
一
去
ル
享
和
二
戌
年
／
被
下
候
様
奉
願
候
以
上

金
地
僧
録
大
和
尚

12374-2

龍
翔
寺

大
徳
寺
役
者
大
徹
宗
斗

覚

1
通

文
化
2
年
9
月
15
日

大
徳
寺
役
者
大
徹
宗
斗

覚
去
ル
戌
年
龍
翔
寺
／
被
下
候
様
仕
度
奉
存
候
以

上

金
地
院
役
者
禅
師

12374-3

龍
翔
寺

大
徳
寺
役
者
常
楽
庵
・

金
地
院
役
者
広
叔
・
松

月
軒
願
書

1
通

文
化
2
年
11
月

大
徳
寺
役
者
常
楽
庵
・
金
地
院

役
者
広
叔
・
松
月
軒

―
／
―

寺
社
御
奉
行
所

12375

龍
翔
寺

言
上
書
写

1
冊
（
近
世
）

―

―
／
―

龍
翔
寺
一
件
（
大
徳
寺
常
楽
庵
兼
帯
龍
翔
寺
住
持

職
の
綸
旨
に
つ
き
金
地
院
が
支
障
が
あ
る
と
訴
え

た
件
）
に
つ
き

―

12375-1

龍
翔
寺

大
徳
寺
言
上

1
通

文
化
3
年
3
月

大
徳
寺

謹
言
上
／
文
化
元
年
七
月
／
入
御
覧
此
段
奉
申
上

候
以
上

伝
奏
執
事

12375-2

龍
翔
寺

黄
梅
院
宗
彦
他
9
名
言

上
書

1
通

文
化
3
年
7
月

黄
梅
院
宗
彦
他
9
名

去
ル
享
和
二
年
寺
門
／
寺
門
相
続
仕
候
様
偏
ニ
奉

願
上
候
以
上

伝
奏
執
事

12375-3

龍
翔
寺

讃
州
寺
大
順
言
上
書

1
通

文
化
3
年
8
月

讃
州
寺
大
順

謹
言
上
／
去
ル
享
和
二
為
年
龍
翔
寺
／
御
沙
汰
奉

願
上
候
以
上

伝
奏
執
事

12375-4

龍
翔
寺

大
徳
寺
言
上
書

1
通

文
化
3
年
8
月
24
日

大
徳
寺

謹
言
上
／
先
達
而
龍
翔
寺
住
持
職
／
御
沙
汰
度
／

偏
奉
願
上
候
以
上

伝
奏
執
事

12376

龍
翔
寺

返
答
書

1
冊

5
月

大
徳
寺

―
／
―

龍
翔
寺
一
件
（
大
徳
寺
常
楽
庵
兼
帯
龍
翔
寺
住
持

職
の
綸
旨
に
つ
き
金
地
院
が
支
障
が
あ
る
と
訴
え

た
件
）
に
つ
き

伝
■
執
事

12377

東
寺

東
寺
寄
附
帳

1
冊

辰
7
月

―

東
寺
寄
附
物
／
右
之
通
無
相
違
者
也

金
額
と
、
摂
家
・
宮
家
以
下
の
寄
付
者
名
の
み
を

書
上
げ
る

―

12378

東
大
寺

願
書

1
通

慶
応
3
年
6
月

東
大
寺
大
勧
進
職

謹
而
奉
頼
口
上
覚
／
奉
存
候
以
上

包
紙
あ
り
。
ウ
ハ
書
「
謹
而
奉
願
口
上
覚　

東
大

寺
大
勧
進
職　

龍
松
院
」。
東
大
寺
よ
り
修
復
を

願
う

近
衞
御
殿
諸
大
夫
中
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12379

東
本
願
寺

東
本
願
寺
神
君
別
殿
造

営
一
条
内
話
書

1
通

文
久
2
年
11
月

―

覚
／
一
此
年
二
月
中
旬
／
申
入
置
候

山
門
千
手
院
某
記
。
金
掛
り
摂
州
南
渓
寺
と
面
会

し
た
際
の
応
答
を
記
す
。
叡
山
文
庫
生
源
寺
文
書

目
録
訴
願
63
に
同
一
タ
イ
ト
ル
あ
り

―

12380

東
本
願
寺

東
照
宮
御
別
殿
一
件
書

抜

1
冊

文
久
2
年
11
月

―

京
都
東
本
願
寺
境
内
御
宮
造
営
一
件
去
ル
五
月
已

来
手
続
左
之
通
／
一
右
之
趣
一
山
え
及
披
露
此
節

所
調
中
ニ
候
事

叡
山
文
庫
別
当
代
文
書
目
録
訴
訟
86
に
同
一
タ
イ

ト
ル
あ
り

―

12381

平
等
院

平
等
院
浄
土
宗
観
誉
并

大
衆
等
願
書
写

1
通

①
子
（
享
保
5
年
）

3
月
／
②
享
保
5
子

年
3
月

①
平
等
院
浄
土
宗
方
丈
／
住
持

観
誉
／
大
衆
等
／
②
平
等
院
浄

土
宗
方
丈
／
住
持
観
誉
／
同
塔

頭
／
養
林
庵
（
ほ
か
7
寺
庵
）

―
／
―

包
紙
あ
り
。
ウ
ハ
書
「
上　

平
等
院
浄
土
宗
観
誉

／
写
二
通
ヲ
一
紙
ニ
仕
候
」。
浄
土
宗
側
よ
り
天

台
宗
を
訴
え
る
内
容
で
2
点
を
写
す
。
平
等
天
台

浄
土
両
宗
支
配
ノ
訳
相
立
ノ
願
書
、
①
は
1
点
目

の
願
書
、
②
は
2
点
目
の
願
書
の
情
報

①
御
奉
行
所
／
②
御
奉
行
所

12381-1

平
等
院

平
等
院
浄
土
宗
観
誉
并

大
衆
等
願
書
写

子
（
享
保
5
年
）
3

月

平
等
院
浄
土
宗
方
丈
／
住
持
観

誉
／
大
衆
等

―
／
―

御
奉
行
所

12381-2

平
等
院

平
等
院
浄
土
宗
観
誉
并

大
衆
等
願
書
写

享
保
5
子
年
3
月

平
等
院
浄
土
宗
方
丈
／
住
持
観

誉
／
同
塔
頭
／
養
林
庵
（
ほ
か

7
寺
庵
）

―
／
―

御
奉
行
所

12382

平
等
院

源
三
位
頼
政
卿
御
影
前

献
備
請
書

1
通

明
治
11
年
4
月
18
日

久
世
郡
第
一
区
宇
治
／
浄
土
院

住
職
法
誉
（
印
）

―
／
―

近
衞
家
御
内
／
御
山
豊
殿

12383

平
等
院

平
等
院
沿
革
略
記

1
冊
（
近
代
）

―

―
／
―

7
月
29
日
平
等
院
管
理
浄
土
院
住
職
大
門
了
康
の

奥
書
あ
り
。
罫
紙

―

12384

法
隆
寺

和
州
法
隆
寺
永
宣
旨
之

記

1
冊
（
近
世
写
本
）

―

録
和
州
法
隆
寺
永
宣
旨
之
記
／
―

図
あ
り

―

12385

法
蔵
寺

願
書

1
通

享
保
20
年
3
月

願
人
城
州
福
王
寺
村
／
法
蔵
寺

住
持
百
拙

―
／
―

近
衞
家
旧
殿
一
ヶ
所
寄
附
に
つ
き
、
絵
図
面
あ
り

御
奉
行
様

12386

興
福
寺

南
都
伽
藍
屋
根
板
の
事

1
通

―

六
条
右
兵
衛

―
／
―

切
紙
。
全
文
「
南
都
伽
藍
屋
根
板
此
板
者
／
ほ
そ

殿
と
申
処
之
屋
根
板
ニ
而
／
凡
千
百
余
年
ニ
も
相

成
候
様
ニ
承
り
申
候
」

―

12387

興
福
寺

南
都
両
門
有
差
別
事

1
冊
（
近
世
）

―

―
／
―

親
長
卿
記
等
よ
り
引
用
あ
り

―
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目
録
番
号

関
連
寺
院

史
料
名

員
数

年
月
日

差
出

書
出
／
書
止

備
考

宛
所

12388
興
福
寺

南
都
闘
乱
根
元
事

1
冊
（
近
世
カ
）

―

南
都
闘
乱
根
元
之
事
／
―

虫
損
甚
大
。
推
敲
の
痕
跡
多
数
あ
り
。
頭
書
の
う

ち
に
朱
書
で
「
裏
書
云
」
と
記
す
。
天
理
大
学
附

属
天
理
図
書
館
保
井
芳
太
郎
氏
文
書
と
同
文
。
奥

書
は
な
し

―

12389

妙
心
寺

妙
心
寺
中
海
福
院
書
付

1
冊
（
近
世
）

―

―
／
―

僧
堂
建
立
に
付
請
う
も
の
。
包
紙
あ
り
。
ウ
ハ
書

「
妙
心
寺
中
海
福
院
ゟ
上
ル
／
書
付
」。
冊
子
末
尾

に
「
正
法
山
下
末
種
斯
経
慧
梁
謹
誌
」
と
あ
り
。

貞
和
3
年
7
月
22
日
の
花
園
法
皇
の
宸
翰
を
引
用

す
る

―

12390

そ
の
他

寺
社
群
書
欠
本
目
録

1
通

明
治
26
年
11
月

―

明
治
廿
六
年
十
一
月
裏
張
／
右

裏
張
付

―

12391

宝
山
寺

不
空
絹
索
観
自
在
菩
薩

略
縁
起

1
冊

享
保
15
年
7
月

和
刕
生
馬
宝
山
寺
太
円

不
空
絹
索
観
自
在
菩
薩
略
縁
起
／
ひ
ろ
く
演
説
し

給
ふ
な
り

「
宝
山
寺
大
円
記
之
」

常
陸
坊
様
玉
井
坊
様

12392

五
个
荘

勧
進
状

1
巻

寛
永
2
年
5
月　

日

沙
門
某

勧
進
沙
門
某
敬
白
請
持
蒙
貴
賤
仍
勧
進
旨
趣
如
件
「
再
興
山
城
州
大
和
田
庄
地
蔵
堂
成
就
二
世
求
願

之
状
」。
金
銀
箔
散
ら
し
装
飾
料
紙

―

12393-1

西
方
寺

勧
進
状

1
通

―

小
僧
高
岸

夫
惟
ミ
れ
は
仏
出
生
／
か
ら
ん
や
小
僧
高
岸
敬
白

阿
弥
陀
堂
再
建
。
木
版
、
弥
陀
次
郎
が
三
尊
を
網

に
懸
け
て
引
き
上
げ
た
。12393-2

と
同
じ

―
12393-2

西
方
寺

勧
進
状

1
通

―

小
僧
高
岸

夫
惟
ミ
れ
は
仏
出
生
／
か
ら
ん
や
小
僧
高
岸
敬
白

木
版
、12393-1

と
同
じ

―

12394

そ
の
他

略
宗
派
図

1
枚

―

―

略
宗
派
図　

五
祖
法
演
臨
済
十
世
／
嵩
岩
師
洸

略
宗
派
図
は
五
祖
法
演
か
ら
月
庵
善
果
ま
で

―

23064

東
本
願
寺

本
願
寺
代
々

1
冊
（
近
世
中
期
）

―

本
願
寺
代
　々

元
祖
／
享
保
十
七
年
二
月
廿
八
日

得
度

23064

・23065

紙
紐
一
括
。
東
本
願
寺
。
元
祖

親
鸞
よ
り
17
世
光
性
男
光
乗
玄
如
（
近
衞
家
久
猶

子
）
ま
で
。
末
尾
に
朱
書
に
て
「
元
文
五
五
十
大

僧
正
」
と
あ
り

―

23065

法
華
寺

法
華
寺
以
下
諸
寺
石
高

覚
書

1
通
（
近
世
前
期
か
）

―

高
弐
百
弐
拾
石
／
法
華
寺
殿
／
高
四
百
八
拾
壱
石

四
斗
一
升
／
十
三
ヶ
寺
／
極
楽
院
（
以
下
寺
院

名
）
／
都
合
千
百
八
拾
壱
石
四
斗
壱
升

23064

と
一
括
さ
れ
る
が
関
係
の
な
い
史
料

―

23066

法
華
寺

法
華
滅
罪
寺
縁
起

1
巻
（
近
世
中
期
写
か
）

―

原
夫
い
ま
こ
の
伽
藍
／
嘉
元
二
年
十
月
廿
九
日
於

北
京
円
興
寺
注
之
畢
偏
為
興
法
利
生
之
也　

当
寺

開
山
比
丘
尼
円
鏡
［
生
年
六
十
四
／
卅
一
夏
］

法
華
寺
に
あ
り
（
重
文
）。
東
大
寺
日
記
、
七
大

寺
巡
礼
記
、
奈
良
日
記
、
奈
良
記
を
引
用
。「
法

華
寺
こ
の
た
ひ
興
行
の
次
第
事
」

―
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23077-1
そ
の
他

桜
御
所
・
立
売
鑰
目
録

1
通
（
近
世
前
期
か
）

―

桜
御
所
の
鑰
と
も
目
録
／
以
状
鑰
共
十
三
也

包
紙
あ
り
。「
桜
御
所
幷
立
売
等
の
鑰
と
も
の
目

録
ナ
リ
幷
半
兵
衛
へ
預
か
き
目
録
二
ツ
」。
①
題

「
桜
御
所
の
鑰
と
も
目
録
」「
立
売
之
鑰
共
目

録
」、
②
「
桜
御
所
庭
之
鑰
と
も
筥
な
し
に
鑰
は

か
り
半
兵
衛
へ
預
し
物
」

―

23077-2

そ
の
他

桜
御
所
庭
之
鑰
と
も
目

録

1
通

―

―

桜
御
書
庭
之
鑰
と
も
／
一
ね
間
さ
る
戸
の
か
き

―

23078

そ
の
他

茶
道
具
目
録

1
冊
（
近
世
前
期
か
）

―

御
茶
入　

一
唐
丸
壺
／
一
茶
碗
台
二
［
く
ろ
き
あ

か
き
］

注
記
に
「
正
保
四
年
五
月
九
日
ニ
右
府
様
ニ
被
進

之
」
と
あ
り
。
全
体
的
に
優
品
で
網
羅
的
な
も
の

か
。
茶
入
・
水
指
・
掛
物
・
茶
碗
・
水
こ
ほ
し
・

花
入
・
香
炉
・
香
箱
・
釜
・
盆
・
茶
杓
・
小
道
具

―

23079

そ
の
他

書
院
の
二
階
数
寄
屋
之

勝
手
の
下
へ
取
た
る
道

具
之
覚

1
通
（
近
世
前
期
か
）

―

下
へ
遣
道
具
／
一
舟
の
ち
き
ろ
う

―

23080

そ
の
他

御
門
屋
倉
幷
立
売
下
屋

ニ
御
座
候
御
道
具
之
覚

1
冊

慶
安
2
年
11
月
3
日

―

立
売
二
階
ニ
有
道
具
／
一
壱
丁　

同
御
つ
ゝ
ミ
こ

し

材
木
等

―

23081

そ
の
他

に
か
い
之
御
道
具
之
帳

1
冊

慶
安
2
年
11
月
27
日

―

一
ほ
し
い
ち
や
わ
ん　

九
ツ
／
但
不
足
有

茶
碗
等

―
23082

そ
の
他

御
清
所
御
道
具
・
御
台

所
之
道
具
・
あ
や
か
へ

屋
道
具

1
冊

慶
安
2
年
11
月
28
日

―

一
つ
る
な
べ　

八
ツ
／
一
長
ゑ
ノ
ち
や
う
し　

壱

つ
い

鍋
等

―

23083

そ
の
他

御
次
道
具
之
帳

1
冊

慶
安
2
年
11
月
28
日

―

一
な
つ
め　

二
ツ
／
一
ひ
か
き　

壱
ツ

―

23084

五
个
荘

山
城
大
和
田
庄
地
蔵
堂

勧
進
帳

1
枚
（
近
世
中
期
写
か
）

―

―
／
―

後
欠
。
大
和
田
は
京
都
府
宇
治
市
に
所
在
の
近
衞

家
領

―

23085

五
个
荘

請
取
申
大
和
田
御
作
事

之
覚

1
通

7
月
26
日

大
工
長
三
郎
（
花
押
）

―
／
―

23085

・23086

包
紙
一
括
。
ウ
ハ
書
「
お
わ
た

御
ふ
し
ん
の
う
け
取
」

福
井
源
右
衛
門

23086

五
个
荘

大
工
長
三
郎
銀
子
請
取

状

1
通

丑
9
月
4
日
（
慶
安

2
年
か
）

大
工
長
三
郎
（
花
押
）

―
／
―

題
「
請
取
申
銀
子
之
事
」

福
井
源
右
衛
門

23087

五
个
荘

大
和
田
御
殿
造
作
遣
日

記

1
通
（
慶
安
2
年
）

―

―
／
―

23087

〜23100

包
紙
一
括
。
一
括
包
紙
①
間
取

図
。
一
括
包
紙
②
モ
ト
入
札
包
紙
。
大
工
長
兵
衛

に
遣
す
銀
の
記
事
2
件
の
み

―
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目
録
番
号

関
連
寺
院

史
料
名

員
数

年
月
日

差
出

書
出
／
書
止

備
考

宛
所

23088
五
个
荘

入
日
記
（
大
和
田
御
殿

造
作
関
係
か
）

1
通
（
慶
安
元
年
・
2
年
）
―

―
／
―

―

23089

五
个
荘

山
ノ
木
切
候
覚
（
大
和

田
御
殿
造
作
関
係
か
）

1
通

6
月
24
日

―

―
／
―

木
数
合
八
十
八
本

―

23090

五
个
荘

大
和
田
之
御
居
間
御
蔵

之
注
文

1
通

6
月
8
日

長
三
郎

―
／
―

―

23091

五
个
荘

中
村
五
郎
兵
衛
銀
子
請

取
状
（
大
和
田
御
殿
井

ノ
本
石
積
手
間
賃
）

1
通

丑
7
月
晦
日
（
慶
安

2
年
か
）

中
村
五
郎
兵
衛
（
花
押
）

請
取
申
銀
子
之
事
／
請
取
申
候
也

室
津
主
膳
正
殿

23092

五
个
荘

御
書
院
表
替
之
注
文

（
大
和
田
御
殿
関
係
か
）
1
通
（
近
世
）

―

御
書
院
表
替
之
注
文
／
合
弐
百
七
拾
八
匁

―

23093

五
个
荘

材
木
入
用
・
有
之
覚

（
大
和
田
御
殿
関
係
か
）
1
通
（
近
世
）

―

上
ハ
材
木
入
用
之
覚　

下
ハ
古
材
木
有
之
覚
／
大

形
右
之
通
ニ
て
御
座
候

題
「
上
ハ
材
木
入
用
之
覚　

下
ハ
古
材
木
有
之

覚
」

―

23094

五
个
荘

足
材
木
入
用
銀
等
書
上

（
大
和
田
御
殿
関
係
か
）
1
冊

慶
安
2
年
5
月
18
日

大
工
五
左
衛
門
（
印
）

た
し
材
木
之
覚
／
総
高
合
弐
貫
六
百
三
拾
弐
匁
九

分
か

表
紙
白
紙

福
井
源
右
衛
門

23095

五
个
荘

石
之
覚
（
大
和
田
御
殿

造
営
関
係
か
）

1
通
（
近
世
）

―

石
之
覚
／
合
弐
拾
八
本

糊
は
な
れ

―

23096

五
个
荘

大
和
田
下
蔵
御
道
具
覚

1
通

未
8
月
13
日

加
平
次
（
花
押
）

大
和
田
下
蔵
御
道
具
覚
／
右
之
外
ニ　

一
ふ
る
か

わ
ら
御
座
候

―

23097

五
个
荘

御
畳
之
入
札
（
大
和
田

御
殿
造
営
関
係
）

1
通

寛
永
19
年
12
月
7
日

久
三
郎
（
花
押
）

御
畳
之
入
札
／
あ
け
箇
申
候
以
上

包
紙
あ
り
。
ウ
ハ
書
「
御
畳
之
入
札　

□
久
三

郎
」

森
平
右
衛
門

23098

五
个
荘

御
畳
之
入
札
（
大
和
田

御
殿
造
営
関
係
）

1
通

12
月
8
日

ふ
し
ミ
畳
屋
七
右
衛
門
（
花

押
）

御
畳
之
入
札
／
何
時
に
て
も
仕
か
へ
可
申
候
以
上

一
括
包
紙
②
は
モ
ト
は
本
文
書
の
も
の
か

森
平
右
衛
門

23099

五
个
荘

大
和
田
御
殿
廻
畠
之
覚

1
通

申
7
月
27
日

甚
兵
衛

大
和
田
御
殿
廻
畠
之
覚
／
歩
合
百
拾
歩
七
り
ん

―
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23100

五
个
荘

畑
寺
村
家
数
書
上

1
通
（
近
世
）

―

畑
寺
村
家
数
十
二
間
／
右
四
人
ハ
か
し
く
や
う
く

不
仕
候

―

23101
東
北
院

藤
氏
長
者
宣
写

1
通

応
安
5
年
6
月
17
日

左
中
弁
在
判

大
和
国
長
田
庄
事
／
宜
所
候
也
仍
執
達
如
件

端
裏
貼
紙
「
後
円
融
院
様
御
綸
旨
写
」。
原
本
は

「
東
北
院
文
書
」
に
あ
り

東
北
院
得
業
御
房

23102

東
北
院
か

正
親
町
天
皇
綸
旨
写

1
通

天
正
3
年
9
月
10
日

―

―
／
―

未
見
。
東
北
院
宛
の
綸
旨
か
（
東
北
院
文
書
に
あ

り
）

―

23103

一
様
院

薬
師
山
差
図

1
枚
（
年
月
日
欠
）

―

―
／
―

―

23104

一
様
院

薬
師
山
什
宝
目
録

1
通
（
年
月
日
欠
）

―

予
楽
院
殿
御
筆
一
壁
書　

一
巻
／
―

包
紙
あ
り
、
ウ
ハ
書
「
薬
師
山
什
宝
目
録
」。
予

楽
院
殿
御
筆
壁
書
1
巻
以
下
の
什
宝
を
書
上

―

23105

大
徳
寺

大
徳
寺
絵
図

1
枚

天
保
12
年
10
月

―

―
／
―

未
見

―

23106

大
徳
寺

大
徳
寺
役
者
某
口
上
覚

写

1
通

年
号
月
日

大
徳
寺
役
者
某

奉
願
口
上
之
覚
／
一
西
京
安
井
保
村
龍
翔
寺
者　

後
宇
多
院
勅
願
所
ニ
而
／
難
有
奉
存
候
以
上

御
奉
行
所

23107

宝
幢
院

嵯
峨
院
家
之
事

1
通
（
近
世
）

全
文
「
宝
幢
院
従
禅
円
僧
正
至

于
良
淳
権
僧
正
十
一
代　

従
正

和
頃
寛
永
頃
迄
相
続
」

―
／
―

宝
幢
院
に
つ
き
。
包
紙
あ
り
。
ウ
ハ
書
「
嵯
峨
院

家
之
事
」

―

23108-1

東
大
寺

東
大
寺
三
蔵
宝
器
図
抜

写

1
枚

―

―

―
／
―

23108

〜23109

封
筒
一
括
。
ウ
ハ
書
「
東
大
寺

三
蔵
宝
器
図
抜
写　

図
書
写
」。
笏
・
如
意
・
払

子
図

―

23108-2

東
大
寺

東
大
寺
三
蔵
宝
器
図
抜

写

1
枚

―

―

―
／
―

23108

〜23109

封
筒
一
括
。
ウ
ハ
書
「
東
大
寺

三
蔵
宝
器
図
抜
写　

図
書
写
」。
笏
・
笛
・
払
子

図

―

23109

東
大
寺

東
大
寺
三
蔵
宝
器
図
抜

写
覚
書

1
枚

―

―

覚
／
一
当
秋
伯
耆
守
上
京
之
節
仰
進
ら
れ
候
笏
・

払
子
。
如
意
図
の
こ
と
く
仰
付
ら
れ
や
う
〳
〵
出

来
候
ま
ゝ
／
―

―

23110

西
王
寺

西
王
寺
絵
図

1
枚
（
文
久
4
年
正
月
）

―

―
／
―

包
紙
あ
り
。
ウ
ハ
書
「
西
王
寺
絵
図　

出
入
大
工

定
八
ゟ
上
ル　

文
久
四
子
正
月
改
」

―
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目
録
番
号

関
連
寺
院

史
料
名

員
数

年
月
日

差
出

書
出
／
書
止

備
考

宛
所

23111
西
王
寺

西
王
寺
寺
地
届
書
控

1
通

明
治
5
年
8
月

西
王
寺
（
印
）

右
地
所
之
義
者
／
当
寺
所
持
ニ
相
違
無
御
座
候

23111

・23112

紙
縒
一
括
。
付
札
に
「
西
王
寺

書
類
」
と
あ
り
。
奥
印
：
戸
長
竹
沢
藤
兵
衛
・
村

古
長
管
忠
治
良
（
但
し
印
は
な
し
）

京
都
府
御
庁

23112

西
王
寺

西
王
寺
典
籍
覚
書

1
通

明
治
6
年
1
月

西
王
寺

覚
蟹
江
中
島
両
処
御
掛
／
右
表
題
数
如
是
御
座
候

―

23113

西
王
寺

西
王
寺
作
事
勘
定
書
綴

1
綴
（
弘
化
4
年
）

―

―
／
―

紙
縒
り
あ
り
。
付
札
「
丁
未
八
月
西
王
寺
入
用
□

□
」。
畳
師
宇
兵
衛
勘
定
書
等
5
点
を
合
綴
す
る

―

23114

西
王
寺

西
王
寺
作
事
勘
定
書
綴

1
綴
（
弘
化
4
年
）

―

―
／
―

奥
田
伊
織
諸
入
用
覚
書
等
10
点
を
合
綴

―

23115

西
方
寺

西
方
寺
諸
道
具
之
帳

1
冊

正
保
2
年
9
月
7
日

森
平
右
衛
門
（
印
）・
中
村
五

郎
兵
衛
（
印
）・
岡
や
喜
右
衛

門
（
印
）

―
／
―

包
紙
あ
り
。
包
紙
は
反
故
紙
を
利
用
。
9
月
23
日

付
森
平
右
衛
門
書
状
（
西
方
寺
道
具
帳
指
上
ニ

付
）

―

23116

西
方
寺

岡
屋
西
方
寺
常
住
物
帳

1
冊

慶
安
2
年
6
月
21
日

―

一
御
本
尊
三
仏
／
物
数
合
七
拾
八
色

23116

・23117

紙
紐
一
括
。
付
箋
剥
離
。
外
題

「
岡
屋
西
方
寺
常
住
物　

跡
書
也
」

―
23117

西
方
寺

岡
屋
西
方
寺
常
什
物
帳

1
冊

慶
安
2
年
6
月
21
日

―

一
御
本
尊
三
仏
／
物
数
合
七
拾
八
色

包
紙
あ
り
。
反
故
紙
。
モ
ト
包
紙
か
。「
西
方
寺

帳
」
と
あ
り
。
外
題
「
岡
屋
西
方
寺
常
住
物　

跡

書
也
」

―

23118

西
方
寺

回
残
代
寄
進
道
具
之
次

第

1
冊

慶
安
4
年
6
月
19
日

岡
や
西
方
寺

外
御
建
立
之
住
物
／
一
い
は
い
一
本

包
紙
あ
り
。「
西
方
寺
道
具
之
帳
岡
喜
左
衛
門　

進
藤
筑
後
守
様
」
な
ど
と
あ
り

―

23119

西
方
寺

不
断
光
院
ヘ
御
時
済
米

之
事

1
通
（
近
世
前
期
か
）

―

不
断
光
院
ヘ
御
時
済
米
之
事
／
三
日　

中
和
門
院

様　

上
田
壱
升
」
／
盆
領　

九
斗
納

包
紙
あ
り
。「
西
方
寺
道
具
之
帳
岡
喜
左
衛
門　

進
藤
筑
後
守
様
」
な
ど
と
あ
り

―

23120

新
長
谷
寺

新
長
谷
寺
縁
起
写

1
巻

元
禄
2
年
8
月
18
日

―

―
／
―

包
紙
あ
り
、
ウ
ハ
書
「
応
円
（
満
脱
）
院
基
熈
公

御
筆
写　

新
長
谷
寺
縁
起
」、
奥
書
「
右
新
長
谷

寺
縁
起
一
巻
左
大
臣
基
熈
公
令
書
之
給
、
於
外
題

者
内
大
臣
家
熈
公
之
賢
筆
也
、
永
年
不
朽
之
宝
諸

生
渇
仰
之
基
何
事
若
之
哉
、
仍
忘
腐
毫
之
慚
、
聊

記
旨
趣
于
巻
末
畢　

元
禄
二
年
八
月
十
八
日　

左

兵
衛
督
卜
部
兼
連
」。
山
城
国
吉
田
山
新
長
谷

寺
。
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
吉
34
―
76
と
ほ

ぼ
同
文
。
縦28.4

糎

―
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23121

総
持
院

総
持
院
住
職
願
書

1
通

明
治
21
年
6
月
2
日

総
持
院
住
職
石
川
明
道
（
印
）

口
上
書　

其
後
は
／
右
御
願
用
の
み
早
々
め
て
度

か
し
く

包
紙
あ
り

近
衞
様
御
内
御
山
豊
殿

23122
三
時
智
恩

寺

三
時
智
恩
寺
三
上
武
応

法
蔵
寺
講
金
預
込
調
書

扣

1
冊
（
慶
應
元
〜
明
治
4

年
）

―

―
／
―

―

23123

平
等
院

鳳
凰
堂
修
復
勧
化
願
ニ

付
平
等
院
願
書
案

1
通

―

―

一
鳳
凰
堂
修
覆
勧
化
願
之
儀
／
御
取
立
之
儀
奉
願

度
奉
存
候
事
御
座
候

―

23124

南
禅
寺

南
禅
寺
山
門
慶
讃
法
語

1
冊
（
寛
永
5
年
）

―

―
／
―

寛
永
5
年
建
立
の
南
禅
寺
山
門
に
関
す
る
も
の

―

23125

誓
願
寺

誓
願
寺
本
尊
千
年
忌
頼

業
記
録
之
写

1
通

寛
文
4
年
9
月
15
日

―

―
／
―

23125

〜23028

紙
紐
一
括

―

23126

誓
願
寺

誓
願
寺
建
立
勧
進
状
写

1
通

―

楚
仙
上
人

―
／
―

奥
書
「
本
云
右
之
筆
者
者
三
條
西
殿
被
遊
候

也
」。
誓
願
寺
に
原
本
あ
り

―

23127

誓
願
寺

誓
願
寺
縁
起

1
通

―

―

―
／
―

―
23128

誓
願
寺

誓
願
寺
縁
起
官
本
ノ
奥

書
写
・
慶
長
二
年
誓
願

寺
供
養
導
師
等
書
付
写

1
通
（
近
世
）

―

―
／
―

官
本
奥
書
は
文
安
元
年
九
月
十
六
日
（
東
山
御
文

庫
収
蔵
本
に
あ
り
）

―

23129

御
堂
殿
御
記
等
写

1
冊

―

―

―
／
―

未
見

―

23130

泉
涌
寺

泉
涌
寺
惣
門
再
建
中
参

詣
道
ニ
付
口
上
覚

1
通

2
月
23
日

―

口
上
覚　

従
昨
廿
ニ
日
泉
涌
寺
惣
門
／
右
之
通
寺

門
よ
り
申
来
候

―

23131

宇
治
広
野

村
地
蔵

広
野
村
地
蔵
尊
略
由
来

1
通

―

―

―
／
―

―

23132

西
本
願
寺

武
家
伝
奏
執
奏
寺
門
書

上

1
通

―

―

寺
社
執　

奏　

西
本
願
寺
／
右
当
時
武
家
伝　

奏

ニ
付
執　

奏
也

包
紙
あ
り
。「
武
家
伝
奏
執
奏
寺
門
」。
近
代
紙
紐

「
二
一
六
五
」

―

23133

そ
の
他

仏
祖
正
伝
宗
派

1
枚

―

―

仏
祖
正
伝
宗
派
／
―

咲
嶺
宗
訢
（
大
徳
寺
大
仙
派
）
ま
で
僧
の
名
を
列

記
す
る

―
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目
録
番
号

関
連
寺
院

史
料
名

員
数

年
月
日

差
出

書
出
／
書
止

備
考

宛
所

23134
東
大
寺

東
大
寺
大
会
諸
兄
公
勅

使
行
列
絵

1
巻

―

―

―
／
―

「
執
金
剛
神
縁
起
絵
巻
」
の
一
部
（
藤
原
重
雄
氏

の
御
教
示
に
よ
る
）。
白
描
、
詞
書
は
省
略
さ
れ

て
い
る

―

23135

東
北
院

東
北
院
勧
進
状

1
巻

―

勧
進
沙
弥
敬
白

夫
洛
陽
一
条
の
南
京
極
の
東
東
北
院
／
勧
進
の
旨

趣
か
く
の
こ
と
し

端
裏
貼
紙
「
後
陽
成
院
様
勅
書
御
縁
起
写　

御
教

書
大
学
（ﾏﾏ

）
寺
宮
様
」

―

23136

そ
の
他

無
上
法
院
糊
作
釈
尊
像

由
来
写

1
通

享
保
3
年
8
月
26
日

従
一
位
藤
原
家
熙

先
妣
公
主
無
上
法
院
傾
心
仏
乗
平
生
自
／
之
冥
福

及
冀
導
世
間
同
登
覚
路

陽
明
文
庫
罫
紙
（
近
代
）
に
記
す

―

53903

一
様
院

愛
宕
郡
白
毫
山
一
様
庵

薬
師
堂
造
立
勧
進
帳

1
帖

享
保
4
年
10
月

―

―
／
―

未
見

―

53904

一
様
院

洛
北
一
様
庵
仏
殿
方
文

庫
司
等
落
成
示
衆
小
参

1
通

享
保
7
年
4
月

―

―
／
―

未
見

―

53905

一
様
院

一
様
■
規
約
三
ヶ
条

1
通
（
近
世
）

―

―
／
―

未
見

―

53906

一
様
院

一
様
庵
頭
自
籍
明
細
帳

御
当
家
御
息
女
紀
州
大

納
言
室
観
如
院
侍
女
僧

籍
ノ
儀
ニ
付
御
当
家
役

所
通
知
状
写

1
冊
（
近
世
）

―

―
／
―

未
見

―

53907

一
様
院

一
様
庵
頭
自
籍
明
細
帳

御
当
家
御
息
女
紀
州
大

納
言
室
観
如
院
侍
女
僧

籍
ノ
儀
ニ
付
御
当
家
役

所
通
知
状
写

1
通
（
近
世
）

―

―
／
―

未
見

―

53908

一
様
院

御
尊
牌
ノ
儀
ニ
付
一
様

庵
住
職
願
書

1
通

明
治
9
年
10
月

―

―
／
―

未
見

京
都
府
権
知
事

53909

一
様
院

本
寿
院
大
姉
祠
堂
金
請

取
書

1
通

明
治
24
年
4
月
22
日

一
様
菴
松
基
仙
原

―
／
―

未
見

王
井

53910

三
時
知
恩

寺

入
江
殿
所
望
控

1
通

享
保
16
年
8
月
2
日

―

―
／
―

未
見

―
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53911

三
時
知
恩

寺

尼
寺
入
江
殿
院
号

1
通
（
近
世
）

―

―
／
―

未
見

―

53912
三
時
知
恩

寺

入
江
様
御
道
具
之
覚
書

籍
覚
御
経
ノ
目
録
等

8
枚
（
近
世
）

―

―
／
―

未
見

―

53913

三
時
知
恩

寺

御
呉
服
と
も
の
ひ
か
へ

1
冊

寛
永
7
年
8
月
29
日

―

―
／
―

未
見

―

53914

三
時
知
恩

寺

御
道
具
之
ひ
か
へ

1
冊
（
近
世
）

―

―
／
―

未
見

―

53915

石
山
寺

御
室
前
御
使
成
多
喜
龍

哲
口
上
書

1
通
（
近
世
）

―

―
／
―

未
見
。
石
山
寺
観
音
開
帳
供
養
願

―

53916

石
動
山

能
州
石
動
山
之
事

1
巻

元
和
9
年
9
月

―

―
／
―

未
見

―

53917

石
動
山

能
登
在
動
山
巻
数
之
事

1
通

―

―

―
／
―

未
見

―
53923

栄
山
寺

武
智
麿
公
略
譜

1
通

保
元
3
年

―

―
／
―

写
。
未
見
。『
栄
山
寺
』
参
照

―

53924

栄
山
寺

保
元
三
年
官
符
写

1
通

保
元
3
年
8
月
7
日

―

―
／
―

未
見
。『
栄
山
寺
』
参
照

―

53929

栄
山
寺

栄
山
寺
文
書
目
録

1
通
（
宝
永
2
年
7
月
20

日
）

―

―
／
―

未
見
。『
栄
山
寺
』
参
照

―

53930

栄
山
寺

栄
山
寺
絵
図

1
枚

―

―

―
／
―

未
見
。『
栄
山
寺
』
参
照

―

53931

栄
山
寺

寛
和
天
元
解
写

1
通

寛
和
3
年
2
月
19

日
・
天
元
5
年
5
月

11
日

―

―
／
―

未
見
。『
栄
山
寺
』
参
照

―

53932

栄
山
寺

後
小
松
上
皇
院
宣
写

1
通

応
永
27
年
8
月
28
日

―

―
／
―

未
見
。『
栄
山
寺
』
参
照

―
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目
録
番
号

関
連
寺
院

史
料
名

員
数

年
月
日

差
出

書
出
／
書
止

備
考

宛
所

53933
栄
山
寺

後
小
松
上
皇
院
宣
写

1
通

応
永
27
年
8
月
28
日

―

―
／
―

未
見
。『
栄
山
寺
』
参
照

―

53934

栄
山
寺

総
法
務
令
旨

1
通

慶
安
3
年
10
月
18
日

―

―
／
―

未
見
。『
栄
山
寺
』
参
照

歓
喜
天
院
法
印
玄
公
羽

53935

栄
山
寺

口
上
書
其
他

1
通

宝
永
2
年
7
月
20
日

栄
山
寺
法
印
等
連
署

―
／
―

未
見
。『
栄
山
寺
』
参
照

―

53936

栄
山
寺

口
上
書
其
他

1
通

宝
永
2
年
7
月
20
日

栄
山
寺
法
印
等
連
署

―
／
―

未
見
。『
栄
山
寺
』
参
照

―

53937

栄
山
寺

口
上
書
其
他

1
通

宝
永
2
年
7
月
20
日

栄
山
寺
法
印
等
連
署

―
／
―

未
見
。『
栄
山
寺
』
参
照

―

53938

栄
山
寺

和
州
栄
山
寺
武
智
麿
真

影
懸
物
ノ
絵
屏
風
縁
図

1
枚

―

―

―
／
―

未
見
。『
栄
山
寺
』
参
照

―

53939

栄
山
寺

栄
山
寺
文
書
写

1
巻

―

―

―
／
―

（
端
書
）「
官
符
代
々
国
判
〈
二
巻
之
内
〉」。
全
13

紙
。『
栄
山
寺
』
参
照
。
史
料
編
纂
所
架
蔵
写
真

帳6171.65-30

―
53939-1

栄
山
寺

大
和
国
栄
山
寺
牒

1
通

永
祚
2
年
11
月
21
日

栄
山
寺

栄
山
寺
謹
牒　

当
国
〈
衙
〉
／
謹
以
牒

当
国
〈
衙
〉

53939-2

栄
山
寺

大
和
国
栄
山
寺
牒

1
通

正
暦
5
年
9
月
9
日

栄
山
寺

栄
山
寺
謹
牒　

当
国
衙
／
ー
ー

当
国
〈
衙
〉

53939-3

栄
山
寺

大
和
国
栄
山
寺
牒

1
通

寛
弘
3
年
9
月
21
日

栄
山
寺

栄
山
寺
謹
牒　

当
国
〈
衙
〉
／
ー
ー

当
国
〈
衙
〉

53939-4

栄
山
寺

大
和
国
栄
山
寺
牒

1
通

寛
弘
6
年
12
月
20
日

栄
山
寺

栄
山
寺
謹
牒　

当
国
〈
衙
〉
／
ー
ー

当
国
〈
衙
〉

53939-5

栄
山
寺

大
和
国
栄
山
寺
牒

1
通

長
和
2
年
9
月
10
日

栄
山
寺

栄
山
寺
謹
牒　

当
国
〈
衙
〉
／
ー
ー

当
国
〈
衙
〉

53939-6

栄
山
寺

宿
院
司
内
蔵
永
俊
請
文

1
通

康
和
2
年
2
月
15
日

宿
院
内
蔵

請
解　

申
栄
山
寺
官
省
符
田
事
／
以
解

―
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53939-7

栄
山
寺

興
福
寺
政
所
下
文

1
通

保
延
元
年
9
月
15
日

政
所

政
所
下　

栄
山
寺
所
司
等
／
ー
ー

栄
山
寺
所
司
等

53939-8
栄
山
寺

大
和
国
栄
山
寺
牒

1
通

康
平
2
年
3
月
25
日
［　
　
　

］

［　
　
　

］
当
国
衙
／
ー
ー

当
国
衙

53940

栄
山
寺

栄
山
寺
文
書
写

1
巻

―

―

―
／

（
外
題
）「
官
符
代
々
国
判
〈
弐
巻
之
内
〉」。
17

紙
。『
栄
山
寺
』
参
照
。
写
真
帳6171.65-30

―

53940-1

栄
山
寺

興
福
寺
政
所
下
文

1
通

承
暦
3
年
7
月
16
日

興
福
寺
政
所

興
福
寺
政
所
下　

栄
山
寺
所
司
田
堵
等
／
故
下

栄
山
寺
所
司
田
堵
等

53940-2

栄
山
寺

大
和
国
栄
山
寺
牒

1
通

天
喜
2
年
月
日

栄
山
寺

栄
山
寺
謹
牒
／
謹
牒

53940-3

栄
山
寺

大
和
国
栄
山
寺
牒

1
通

永
承
元
年
11
月
28
日

栄
山
寺

栄
山
寺
謹
牒　

当
国
〈
衙
〉
／
謹
牒

当
国
〈
衙
〉

53940-4

栄
山
寺

大
和
国
栄
山
寺
牒

1
通

長
久
2
年
12
月　

日

栄
山
寺

栄
山
寺
謹
牒　

当
国
〈
衙
〉
／
ー
ー

当
国
〈
衙
〉

53940-5

栄
山
寺

大
和
国
栄
山
寺
牒

1
通

長
元
2
年
9
月
28
日

栄
山
寺

栄
山
寺
謹
牒　

当
国
〈
衙
〉
／
ー
ー

当
国
〈
衙
〉

53940-6

栄
山
寺

大
和
国
栄
山
寺
牒

1
通

万
寿
2
年
11
月
5
日

栄
山
寺

栄
山
寺
謹
牒　

当
国
〈
衙
〉
／
ー
ー

当
国
〈
衙
〉

53940-7

栄
山
寺

大
和
国
栄
山
寺
牒

1
通

治
安
元
年
9
月
27
日

栄
山
寺

栄
山
寺
謹
牒　

当
国
〈
衙
〉
／
謹
牒

当
国
〈
衙
〉

53940-8

栄
山
寺

大
和
国
栄
山
寺
牒

1
通

寛
仁
元
年
9
月
25
日

栄
山
寺

栄
山
寺
謹
牒　

当
国
〈
衙
〉
／
謹
牒

当
国
〈
衙
〉

53940-9

栄
山
寺

大
和
国
栄
山
寺
牒

1
通

寛
弘
6
年
10
月
20
日

□
□
寺

□
□
寺
謹
牒　

当
国
衛
／
ー
ー

当
国
〈
衙
〉

53940-10

栄
山
寺

興
福
寺
政
所
下
文

1
通

永
保
3
年
6
月
29
日

興
福
寺
政
所

興
福
寺
政
所
下　

兜
養
寺
使
所
／
ー
ー

兜
養
寺
使
所

53940-11

栄
山
寺

興
福
寺
政
所
下
文

1
通

永
保
3
年
11
月
10
日

興
福
寺
政
所

興
福
寺
政
所
下　

栄
山
寺
所
司
等
／
ー
ー

栄
山
寺
所
司
等
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目
録
番
号

関
連
寺
院

史
料
名

員
数

年
月
日

差
出

書
出
／
書
止

備
考

宛
所

53940-12
栄
山
寺

興
福
寺
政
所
下
文

1
通

寛
治
2
年
9
月
2
日

政
所

政
所
下　

栄
山
寺
所
司
田
堵
等
所
／
ー
ー

栄
山
寺
所
司
田
堵
等
所

53940-13

栄
山
寺

大
和
国
栄
山
寺
牒

1
通

康
和
4
年
2
月
15
日

栄
山
寺

栄
山
寺
牒　

大
和
国
〈
衙
〉
／
以
牒

大
和
国
〈
衙
〉

53941

栄
山
寺

和
州
栄
山
寺
撞
鐘
寸
尺

覚

1
枚

―

―

和
州
栄
山
寺
撞
鐘
寸
尺
覚
／
以
上

『
栄
山
寺
』
参
照

―

53942

栄
山
寺

和
州
栄
山
寺
之
図

1
枚
（
元
禄
）

―

―
／
―

裏
面
外
題
「
和
州
栄
山
寺
之
図
」。
天
竜
持
参

か
。『
栄
山
寺
』
参
照

―

53943

丹
波
円
通

寺

丹
波
国
円
通
寺
徳
川
家

光
御
朱
印
写

1
通

慶
安
2
年
8
月
17
日

―

御
朱
印
写
／
可
専
仏
事
勤
行
者
也

―

53944

丹
波
円
通

寺

丹
波
国
円
通
寺
明
智
日

向
守
制
札
之
写

1
通

天
正
6
年
9
月
日

日
向
守
判

明
智
日
向
守
制
札
之
写　

禁
制
／
仍
如
件

円
通
寺
文
書
に
あ
り
。
奥
に
「
明
智
日
向
守
光

秀
、
天
正
之
間
此
国
に
横
行
し
て
、
諸
山
の
名
山

大
地
一
宇
不
残
悉
焼
失
仕
し
か
と
も
、
当
山
ひ
と

り
此
制
札
を
留
て
了
守
護
を
加
へ
侍
き
」

―

53945

丹
波
円
通

寺

丹
波
国
円
通
寺
宛
家
ー

判
物

1
通

天
文
22
年
6
月
11
日

家
ー
判

水
上
郡
円
通
寺
之
事
／
仍
状
如
件

円
通
寺
文
書
に
見
え
ず

―

53946

丹
波
円
通

寺

丹
州
永
谷
円
通
英
仲
禅

師
・
牧
翁
禅
師
年
譜

1
綴
（
近
世
）

―

丹
州
永
谷
円
通
英
仲
禅
師
年
譜
／
拠
座

足
利
尊
氏
四
男
英
仲
法
俊
。
円
通
寺
開
山
。
円
通

寺
文
書
の
年
譜
と
同
文
だ
が
、
円
通
寺
文
書
は
康

暦
二
年
の
途
中
で
後
欠
。
本
記
は
以
後
、
応
永
二

年
ま
で
。
そ
の
後
に
二
世
牧
翁
禅
師
年
譜
が
続
く

―

53947

丹
波
円
通

寺

円
通
寺
牧
翁
性
欽
伝
記

1
綴
（
近
世
）

―

師
諱
性
欽
姓
藤
氏
／
以
一
生
曰
掩
大
徳
云
乎

英
仲
法
俊
の
弟
子
。
近
衞
道
嗣
男

―

53948

丹
波
円
通

寺

円
通
寺
由
来

1
綴
（
近
世
）

―

通
乎
内
者
必
／
遂
為
之
記

―

53949

丹
波
円
通

寺

円
通
寺
英
仲
法
俊
伝
記

1
綴
（
近
世
）

―

師
世
姓
源
平
城
人
／

―

53950

丹
波
円
通

寺

丹
波
国
円
通
寺
の
事

1
通

元
禄
7
年
6
月
28
日

―

丹
波
国
氷
上
郡
井
中
村
／
行
程
二
十
三
里

包
紙
「
上　

池
上
宝
庵
／
同
平
之
丞
／
同
伊
兵

衛
」

―
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53951
大
和
円
照

寺

普
門
山
円
照
大
禅
寺
規

矩

1
巻

文
化
10
年
閏
11
月
25

日

園
城
寺
一
山
大
衆

宝
龕
力
者
之
事
寛
政
七
年
十
二
月
／
無
御
恨
様
頼

入
候
也

紐
附
箋
「
普
門
山
円
照
寺
縁
起
壱
巻
」。
奥
書

「
普
門
山
円
照
大
禅
寺
之
規
矩
一
巻
者
、
文
智
尼

公
主
之
手
自
所
筆
、
禅
室
要
須
之
教
戒
、
当
寺
万

代
之
亀
鏡
也
、
法
子
法
糸
永
流
伝
件
之
旨
趣
、
敢

莫
忘
公
主
之
素
願
矣
／
元
禄
二
年
十
月
十
九
日
／

太
上
天
皇
／
御
判
」。
本
奥
書
「
貞
享
四
丁
卯
年

冬
仏
成
道
日
／
住　

普
門
山
円
照
禅
寺
／
大
通
文

智
至
嘱
々
々
」

実
相
院
御
門
跡

53952

近
江
永
源

寺

為
円
応
禅
祖
請
賜
国
師

号
表
写

1
通

元
禄
7
年
某
月
某
日

臣
僧
某
甲
上
表

為
円
応
禅
祖
請
賜
国
師
号
表
／
天
威
下
情
無
任
激

切
屏
営
之
至
誠
惶
誠
恐
頓
首
頓
首
謹
言

53592

〜53594

白
紙
包
紙
あ
り

―

53953

近
江
永
源

寺

近
衞
良
嗣
御
教
書
写

1
通

応
永
元
年
12
月
29
日

右
中
弁

近
江
国
柿
御
園
内
熊
原
村
／
依
近
衞
大
納
言
殿
御

気
色
執
達
如
件

端
裏
書
「
良
嗣
公
」。
永
源
寺
文
書
に
あ
り

永
源
寺
長
老

53954

近
江
永
源

寺

足
利
義
満
判
物
写

1
通

応
永
2
年
3
月
5
日

太
政
大
臣
源
朝
臣
在
判

近
江
国
柿
御
園
内
熊
原
村
事
／
右
任
近
衞
大
納
言

家
寄
附
同
国
永
源
寺
領
掌
不
可
有
相
違
之
状
如
件

端
書
「
鹿
苑
院
殿
義
満
公
寺
領
之
御
判
紙
」

―

53955

永
円
寺

永
円
寺
客
殿
之
図

1
枚
（
近
世
）

―

永
円
寺
客
殿
／
―

―

53956

延
暦
寺

延
暦
寺
文
書

1
巻

―

―

―
／
―

―
53956-1

延
暦
寺

天
台
法
華
宗
年
分
縁
起

1
通

延
暦
25
年
正
月
3
日

沙
門
最
澄
上
表

天
台
法
華
宗
年
分
縁
起
／
伏
深
戦
越
謹
言

延
暦
寺
所
蔵
天
台
法
華
宗
年
分
縁
起
所
収

―

53956-2

延
暦
寺

賀
内
裏
所
問
定
諸
宗
年

分
一
十
二
人
表

1
通

延
暦
25
年
正
月
5
日

少
僧
都
伝
燈
大
法
師
位
勝
虞
ほ

か

賀
内
裏
所
問
定
諸
宗
年
分
一
十
二
人
表
一
首
／
誠

惶
誠
懼
謹
言

延
暦
寺
所
蔵
天
台
法
華
宗
年
分
縁
起
所
収

―

53956-3

延
暦
寺

更
加
法
華
宗
年
分
二
人

定
諸
宗
度
者
数
官
符

1
通

延
暦
25
年
正
月
26
日

太
政
官

更
加
法
華
宗
年
分
二
人
定
諸
宗
度
者
数
官
符
／
太

政
官
符
治
部
省
／
符
到
奉
行

延
暦
寺
所
蔵
天
台
法
華
宗
年
分
縁
起
所
収

治
部
省

53956-4

延
暦
寺

天
台
法
華
宗
年
分
得
度

学
生
名
帳

1
通

自
大
同
2
年
至
于
弘

仁
9
年

―

天
台
法
華
宗
年
分
得
度
学
生
名
帳
／
弘
仁
十
年
々

分
得
度
者

延
暦
寺
文
書
に
あ
り

―

53956-5

延
暦
寺

請
先
帝
御
願
天
台
年
分

度
者
随
法
華
教
為
菩
薩

出
家
表

1
通

弘
仁
9
年
5
月
21
日

前
入
唐
求
法
沙
門
天
台
宗
頭
最

澄
上
表

請
先
帝
御
願
天
台
年
分
度
者
／
謹
言

延
暦
寺
所
蔵
天
台
法
華
宗
年
分
縁
起
所
収

―
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目
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号
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名
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書
出
／
書
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備
考

宛
所

53956-6
延
暦
寺

天
台
法
華
宗
年
分
得
度

学
生
式

1
通

弘
仁
9
年
5
月
13
日

前
入
唐
求
法
沙
門
最
澄

天
台
法
華
宗
年
分
学
生
式
一
首
／
謹
言

末
尾
に
「
天
台
法
華
宗
年
分
縁
起
巻
一
」

―

53956-7

延
暦
寺

沙
弥
成
典
等
連
署
勧
進

疏

1
通

天
延
2
年
閏
10
月
21

日

沙
弥
成
典
ほ
か

叡
山
延
暦
寺
戒
壇
院
／
謹
和
南
䟽

青
蓮
院
文
書
に
あ
り
。
平
安
遺
文
未
収

―

53956-8

延
暦
寺

僧
円
珍
戒
牒

1
通

天
長
10
年
4
月
15
日

受
菩
薩
戒
沙
弥
円
珍

近
江
国
比
叡
山
延
暦
寺
菩
薩
戒
壇
所
／
謹
和
南
䟽

―

53957

延
暦
寺

官
宣
旨
写

1
通

寛
永
11
年
10
月
14
日

左
弁
官

左
弁
官
下
延
暦
寺　

応
任
日
時
令
勤
行
根
本
中
堂

雑
事
之
事
／
寺
宜
承
知
依
宣
行
之

白
紙
包
紙
あ
り

延
暦
寺

53958

延
福
寺
・

妙
覚
寺

延
福
寺
鐘
銘
並
序
・
妙

覚
寺
鐘
銘
並
序

1
通

応
永
8
年
閏
正
月

日
、
長
享
2
年
3
月

20
日

―

延
福
寺
鐘
銘
並
序　

摂
津
国
福
原
庄
兵
庫
経
嶋
有

寺
名
延
福
寺
／
至
法
界
衆
生
平
等
利
益

識
語
「
応
永
第
八
歴
〈
大
歳
辛
巳
〉
閏
正
月
日
作

銘
大
施
主
敬
白　

法
智
・
妙
造
」「
長
享
二
年

〈
戊
申
〉
季
春
廿
日
従
一
位
冨
子
誌
之　

金
龍
寺
」

―

53959

園
林
寺

園
林
寺
昇
進
依
頼
状
等

1
通

亥
8
月

園
林
寺

口
上
之
覚　

今
般
其
元
様
／
偏
奉
願
候
以
上

53959

〜53960

包
紙
「
上
」、
口
上
之
覚

―

53960

園
林
寺

園
林
寺
昇
進
依
頼
状
等

1
通
（
近
世
）

―

尾
州
袖
野
願
園
林
寺
義　

袖
乃
よ
り
金
子
皆
上
納

／
―

―

53961

園
城
寺

園
城
寺
ヨ
リ
差
出
候
写

1
通

文
化
10
年
閏
11
月
25

日

園
城
寺
一
山
大
衆

宝
龕
力
者
之
事
、
寛
政
七
年
十
二
月
被
復
旧
儀
、

為
長
吏
宮
御
下
知
、
園
城
寺
力
者
可
令
勤
役
之
旨

被
仰
出
候
、
伝
奏
坊
城
中
納
言
殿
・
奉
行
烏
丸
弁

殿
、
伝
達
如
左
、
御
葬
送
宝
龕
力
者
、
近
年
漸
連

綿
大
雲
寺
力
者
勤
役
候
所
、
今
度
復
旧
儀
為
長
吏

宮
御
下
知
、
園
城
寺
力
者
出
勤
旨
仰
出
候
事
／
大

衆
之
議
定
実
ニ
以
不
得
止
事
之
旨
無
御
恨
様
頼
入

候
也

包
紙
「
園
城
寺
よ
り
差
出
候
写
」

実
相
院
御
門
跡
坊
官
中

53962

園
城
寺

御
凶
事
ニ
付
園
城
寺
焼

香
之
事
日
記
抜
書

1
冊

寛
延
3
年
・
享
保
17

年
・
元
文
2
年

―

―
／
―

表
紙
打
付
書
「
日
記
抜
書
」、
寛
延
3
年
4
月
25

日
〜
6
月
5
日
、
享
保
17
年
9
月
4
日
、
元
文
2

年
5
月
10
日
〜
16
日
、
午
12
月
1
日
、
未
7
月
2

日
〜
11
日
、
8
月
（
記
事
な
し
）

―

53963

園
城
寺

円
満
院
門
跡
御
使
口
上

之
覚

1
通

8
月
12
日

円
満
院
御
門
跡
御
使
西
坊
法
眼

御
口
上
之
覚　

兼
御
機
嫌
能
／
右
之
段
被
仰
入
候

御
事

白
紙
包
紙
あ
り

―

53964

岡
寺

岡
寺
観
音
縁
起

1
冊
（
近
世
）

―

抑
此
御
戸
帳
の
内
に
救
世
の
利
益
を
施
し
給
ふ
／

―

表
紙
打
付
書
「
岡
寺
観
音
縁
起
」。
後
半
は
「
岡

寺
小
観
音
縁
起
」

―
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53965

開
口
神
社

大
寺
縁
起

3
巻

―

―

和
泉
州
大
鳥
郡
塩
穴
下
条
開
口
荘
／
祖
弘
法
大
師

ハ
弥
勒
菩
薩
の
分
身
也

箱
入
。
詞
書
の
み
。
絵
の
個
所
に
は
空
白
を
置

く
。
奥
書
「
大
寺
縁
起
巻
上
終
」「
大
寺
縁
起
巻

中
終
」「
大
寺
縁
起
巻
下
終
」

―

53966

開
口
神
社

口
上
覚

1
冊

元
治
2
年
正
月
20
日

甲
斐
山
口
町
大
寺
明
王
院
智
鏡

他
2
人

口
上
覚　

一
拙
僧
共
申
合
／
御
沙
汰
偏
ニ
奉
願
上

候
以
上

53967

〜53977

包
紙
「
慶
応
元
年
／
堺
大
寺
之

事
」�（
裏
面
「
上
」）、
端
銘
「
明
王
院
五
大
院
よ
り

之
御
返
答
書
」

御
奉
行
所

53967

開
口
神
社

口
上
覚

1
冊

元
治
2
年
2
月
20
日

甲
斐
山
口
町
大
寺
遍
照
院
慈
秀

他
2
人

口
上
覚　

一
当
山
之
内
明
王
院
／
右
之
通
御
座
候

以
上

端
銘
「
遍
照
院
多
聞
院
よ
り
御
返
答
書
」

御
奉
行
所

53968

開
口
神
社

献
上
品
等
覚

1
冊

万
延
2
年
2
月

新
在
家
丁
浜

覚　

一
金
五
百
疋　

御
菓
子
料
／
御
調
印
被
下
候

以
上

端
銘
「
万
延
二
酉
年
二
月
回
章
写
」

―

53969

開
口
神
社

廻
達

1
冊

万
延
元
年
12
月
13
日

寺
地
町
年
寄
町
代

廻
達　

一
当
月
十
日
大
寺
／
御
承
知
書
可
被
下
候

以
上

端
銘
「
万
延
元
申
年
十
二
月
回
章
写
」

―

53970

開
口
神
社

遍
照
院
慈
秀
願
書

1
通

慶
応
元
年
6
月
20
日

堺
大
寺
々
僧
遍
照
院
慈
秀

乍
恐
奉
歎
願
口
上
覚
／
御
取
計
伏
而
奉
歎
願
候
以

上

包
紙
「
上
」

近
衞
様
御
役
人
中
様

53971

開
口
神
社

向
泉
寺
宥
存
願
書

1
通

慶
応
元
年
6
月
20
日

堺
大
寺
綱
寺
惣
代
向
泉
寺
宥
存

乍
恐
奉
歎
願
口
上
之
覚
／
御
仁
恵
之
段
奉
願
上
候

以
上

包
紙
「
上
」

近
衞
様
御
役
人
中
様

53972

開
口
神
社

五
大
院
普
応
願
書

1
通

慶
応
元
年
6
月
20
日

堺
大
寺
五
大
院
普
応

乍
恐
御
歎
願
奉
申
上
候
／
有
難
仕
合
ニ
奉
存
候
以

上

包
紙
「
上
」

近
衞
様
御
役
人
中
様

53973

開
口
神
社

遍
照
院
慈
秀
願
書

1
通

慶
応
元
年
6
月
26
日

堺
大
寺
遍
照
院
慈
秀

奉
差
上
御
請
一
札
之
事
／
御
請
書
奉
差
上
所
如
件

近
衞
様
御
役
人
中
様

53974

開
口
神
社

五
大
院
普
応
請
書

1
通

慶
応
元
年
6
月
26
日

堺
大
寺
五
大
院
普
応

奉
差
上
御
請
書
之
事
／
依
御
請
一
札
如
件

近
衞
様
御
役
人
中
様

53975

開
口
神
社

明
王
院
智
鏡
請
書

1
通

慶
応
元
年
6
月
26
日

堺
大
寺
明
王
院
智
鏡

奉
差
上
御
請
書
之
事
／
御
請
書
奉
差
上
候
以
上

近
衞
様
御
役
人
中
様

53976

開
口
神
社

明
王
院
智
鏡
請
書

1
通

慶
応
元
年
6
月
20
日

堺
大
寺
明
王
院
智
鏡

乍
恐
奉
御
歎
願
候
／
有
難
仕
合
可
奉
存
候
以
上

近
衞
様
御
役
人
中
様

53977

開
口
神
社

堺
大
寺
講
中
願
書

1
通

慶
応
元
年
6
月
20
日

町
代
岩
蔵
他
4
人

乍
恐
謹
而
御
歎
願
奉
申
上
候
／
有
難
仕
合
可
奉
存

候
以
上

継
目
裏
黒
印
あ
り

近
衞
様
御
役
人
中
様
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53978
東
福
寺

海
蔵
院
図

1
枚
（
近
世
）

―

現
在
境
内
除
地
坪
数
／
―

―

53979

妙
心
寺

海
福
院
書
状

1
通

11
月
27
日

海
福
院

御
手
帖
忝
披
閲
仕
候
／
如
斯
御
座
候
草
々
已
上

清
水
玄
蕃
大
允
様

53980

妙
心
寺

海
福
院
書
状

1
通

9
月
15
日

海
福
院

御
手
帖
忝
拝
誦
仕
候
御
答
迄
如
斯
御
座
候
／
以
上

中
邨
主
馬
様

53981

妙
心
寺

海
福
院
書
状

1
通

9
月
16
日

海
福
院

小
簡
拝
呈
愈
御
清
寧
／
御
座
候
草
々
已
上

中
村
主
馬
様

53982

海
臨
寺

天
神
社
内
海
臨
寺
境
内

之
図

1
枚
（
近
世
）

―

―
／
―

―

53983

堺
向
泉
寺

方
違
宮
縁
起
・
向
泉
寺

縁
起

1
巻

享
保
16
年
3
月

堺
向
泉
寺

夫
摂
河
泉
の
界
三
国
山
は
／
御
造
営
ま
し
ま
す
定

例
な
り

堺
向
泉
寺
写
。
外
題
「
享
保
十
六
年
三
月
／
方
違

縁
起　

堺
向
泉
寺
」、
奥
書
「
上
巻
方
違
宮
縁
起

庭
田
権
中
納
言
重
孝
卿
御
筆
、
下
巻
向
泉
寺
縁
起

千
種
参
議
左
中
将
有
敬
卿
御
筆
、〈
各
未
被
遂
先

途
之
時
也
、
官
位
昇
進
之
次
第
宜
拠
毎
年
之
譜
略

知
之
、〉
御
奥
書
日
野
大
納
言
資
時
卿
御
筆
也
」、

大
阪
市
立
博
物
館
所
蔵
『
方
違
宮
縁
起
』
と
は
内

容
異
な
る

―

53984

広
隆
寺

広
隆
寺
願
書

1
通

4
月
5
日

広
隆
寺

一
聖
徳
太
子
御
装
束
之
事
／
奉
成
御
着
服
度
存
候

事

白
紙
包
紙
あ
り

―

53985

広
隆
寺

二
条
康
道
書
状

1
通

4
月
8
日

康
道

尊
札
過
分
存
候
然
者
太
秦
／
義
存
候
也
恐
々
謹
言

折
紙

関
白
殿

53986

広
隆
寺

聖
徳
太
子
御
遷
座
行
列

1
巻

享
保
5
年
4
月
12
日

―

首
夏
十
二
日
辰
上
刻
／
聖
徳
太
子
新
殿
／
跡
押
五

十
嵐
源
五

53986

〜53987

包
紙
「
太
秦
寺
記
也
、
以
兼
郷

令
写
之
、
／
享
保
五
年
四
月
十
二
日
／
聖
徳
太
子

御
遷
座
記
」
巻
物

―

53987

広
隆
寺

聖
徳
太
子
御
遷
座
記

1
通
（
享
保
5
年
4
月
12

日
）

―

聖
徳
太
子
新
殿
御
遷
座
／
右
御
遷
座
作
法
大
略
如

斯

横
帳

―

53988

讃
岐
善
通

寺

讃
州
善
通
寺
玉
泉
院
の

事

1
通
（
享
保
17
年
）

―

旧
記
之
抜
書
一
讃
州
善
通
寺
／
権
僧
正
光
歓
自
筆

ニ
記
置
申
候
以
上

外
題
「
旧
記
抜
書　

讃
州
善
通
寺
玉
泉
院
」

―
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53989

讃
岐
善
通

寺

内
々
御
願
申
上
候
覚
書

1
通

寅
11
月

讃
州
誕
生
院
門
弟
玉
泉
院
基
弁

内
々
御
願
申
上
候
覚
書　

一
享
保
十
七
子
年
／
一

同
難
有
可
奉
存
候
以
上

外
題
「
讃
州
善
通
寺
玉
泉
院
」

―

53990
讃
岐
善
通

寺

讃
岐
守
護
細
川
顕
氏
書

下
写

1
通

暦
応
4
年
7
月
20
日

兵
部
少
輔

讃
岐
国
善
通
寺
別
院
弘
法
大
師
／
可
被
抽
祈
祷
誠

精
之
状
如
件

善
通
寺
文
書
に
あ
り

尊
日
僧
都
御
房

53991

久
安
寺

摂
津
国
大
沢
山
久
安
寺

縁
起

1
巻
（
久
安
2
年
）

―

摂
津
国
大
沢
山
久
安
寺
縁
起
／
ほ
と
こ
し
た
ま
ふ

心
な
る
へ
し
と
そ

53991

〜53992

包
紙
「
第
一　

縁
起
」、
久
安
二

年
孟
夏
穀
旦
賢
実
上
人
本
奥
書
あ
り
。
写
。
久
安

寺
所
蔵
仮
名
縁
起
（
正
徳
二
年
）
と
同
じ
。
詞
書

の
み
。
空
白
は
絵
の
部
分
か

―

53992

久
安
寺

摂
津
国
大
沢
山
久
安
寺

縁
起
（
後
欠
）

1
枚

―

―

摂
津
国
大
沢
山
久
安
寺
縁
起
／
仏
法
護
持
す
と

写
し
か
け

―

53993

銀
閣
寺

銀
閣
泉
石
一
覧

1
冊

明
治
28
年

大
都
城
一

後
土
御
門
院
天
皇
御
製
／
あ
ら
さ
る
歟

版
本

―

53994

清
水
寺

清
水
寺
古
文
書
写
（
慶

長
18
年
3
月
7
日
）

1
枚

―

―

―
／
―

包
紙
「
清
水
寺
書
物
之
と
め
」。
1
紙
に
7
通
の

文
書
が
写
さ
れ
る
。
清
水
寺
に
あ
り
。
末
柄
豊
・

村
井
祐
樹
編
『
音
羽
山
清
水
寺
中
世
文
書
』
参
照

―

53994-1 

清
水
寺

後
土
御
門
天
皇
綸
旨
写

1
通

文
明
14
年
9
月
13
日

右
中
弁

清
水
寺
造
営
之
旨
／
以
状

『
音
羽
山
清
水
寺
中
世
文
書
』
1
0
5
号

願
阿
上
人

53994-2

清
水
寺

後
奈
良
天
皇
綸
旨
写

1
通

天
文
14
年
11
月
23
日

左
中
弁

清
水
寺
堂
宇
／
以
状

『
音
羽
山
清
水
寺
中
世
文
書
』
1
1
1
号

本
願
清
全
上
人

53994-3

清
水
寺

豊
臣
秀
吉
朱
印
状
写

1
通

天
正
17
年
10
月
14
日

朱
印

清
水
寺
本
堂
／
修
造
可
仕
者
也

『
音
羽
山
清
水
寺
中
世
文
書
』
77
号

清
水
寺
成
就
院

53994-4

清
水
寺

後
陽
成
天
皇
綸
旨
写

1
通

文
禄
3
年
4
月
21
日

左
少
弁

宜
令
参
内
／
仍
執
達
如
件

『
音
羽
山
清
水
寺
中
世
文
書
』
1
1
2
号

清
水
寺
本
願
玉
円
上
人

53994-5

清
水
寺

東
大
寺
修
南
院
御
教
書

1
通

慶
長
7
年
12
月
1
日

修
南
院
奉
行　

光
兼

聴
着
絹
衣
／
仍
執
達
如
件

清
水
寺
本
願
御
房

53994-6

清
水
寺

後
陽
成
天
皇
綸
旨
写

1
通

慶
長
2
年
11
月
12
日

右
中
弁

勅
願
寺
清
水
寺
之
内
／
天
気
執
達
如
件

『
音
羽
山
清
水
寺
中
世
文
書
』
1
1
3
号

清
水
寺
玉
円
上
人

53994-7

清
水
寺

後
陽
成
天
皇
綸
旨
写

1
通

慶
長
18
年
3
月
7
日

右
中
弁

令
参
内
／
依
天
気
執
達
如
件

清
水
寺
本
願
周
仙
上
人
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目
録
番
号

関
連
寺
院

史
料
名

員
数

年
月
日

差
出

書
出
／
書
止

備
考

宛
所

53995
清
水
寺

清
水
寺
別
当
職
覚
書

1
枚
（
近
世
）

―

廿
五
日
／
関
白　

中
院
前
内
府
／
不
可
為
証
文
と

存
候

折
紙

―

53996

清
水
寺

清
水
成
就
院
願
書
覚
書

1
枚

12
月

清
水
寺
成
就
院

覚
書
／
一
清
水
寺
依
勅
願
所
／
奉
願
置
候
以
上

包
紙
「
清
水
成
就
院
願
書
覚
書
」

―

53997

寛
永
寺

寛
永
十
三
年
日
光
山
薬

師
堂
供
養
日
時
定
陣
儀

并
参
向
役
者
以
下
御
下

行
帳

1
冊

慶
安
5
年
3
月

出
納
大
蔵
少
輔
他
2
人

寛
永
十
三
年
二
月
五
日
日
光
山
／
右
各
以
留
帳
も

書
写
処
如
件

表
紙
打
付
書
「
寛
永
十
三
年
日
光
山
薬
師
堂
供
養

日
時
定
陣
儀
并
参
向
役
者
以
下
御
下
行
帳
」、
日

光
薬
師
堂
供
養
之
例
付

―

53998

寛
永
寺

寛
永
十
三
年
日
光
山
薬

師
堂
供
養
参
向
役
者
以

下
御
下
行
帳

1
冊

寛
永
13
年

―

参
向　

五
拾
石　

大
外
記
／
合
千
弐
百
五
拾
石

表
紙
白
紙
、
日
光
薬
師
堂
供
養
之
例
付

―

53999

寛
永
寺

東
叡
山
中
堂
供
養
御
声

書

1
通
（
寛
永
13
年
）

―

覚　

一
今
度
東
叡
山
中
堂
／
日
光
之
者
ニ
而
勤
さ

せ
可
申
候
／
以
上

53999

〜5401

包
紙
「
書
付　

三
通
」
折
紙

―

54000

寛
永
寺

東
叡
山
中
堂
供
養
日
時

1
通
（
寛
永
13
年
）

―

東
叡
山
中
堂
供
養
／
日
時
／
致
書
出
候
以
上

折
紙

―

54001

寛
永
寺

東
叡
山
中
堂
供
養
ニ
付

覚

1
通
（
寛
永
13
年
）

―

覚　

一
御
次
第
／
御
門
跡
御
申
候
為
念
／
申
達
候

以
上

折
紙

―
54002

寛
永
寺

小
笠
原
長
重
他
連
署
状

写

1
通

年
未
詳
7
月
13
日

小
笠
原
佐
渡
守
長
重
他
3
名

一
筆
令
啓
候
今
度
東
叡
山
／
申
入
候
恐
々
謹
言

包
紙
「
松
平
紀
伊
守
殿　

阿
部
豊
後
守
／
戸
田
山

城
守
／
土
屋
相
模
守
／
小
笠
原
佐
渡
守
」

松
平
紀
伊
守
殿

54003

寛
永
寺

覚
書

1
通
（
寛
永
13
年
）

―

覚　

一
御
願
文
之
料
紙
／
毎
度
例
如
斯
／
院
承
仕

調
進

日
光
薬
師
堂
供
養
之
例
付

―

54004

寛
永
寺

覚
書

1
通

年
未
詳
6
月
28
日

松
平
紀
伊
守

覚　

一
東
叡
山
中
堂
勅
額
／
松
野
河
内
守
江
も
申

含
候
以
上

54004

〜54005

包
紙
「
柳
原
前
大
納
言
殿
／
正

親
町
前
大
納
言
殿　

松
平
紀
伊
守
」

柳
原
前
大
納
言
殿
正
親
町
前
大

納
言
殿

54005

寛
永
寺

額
寸
法
之
覚

1
通
（
寛
永
13
年
）

―

額
寸
法
之
覚　

一
横
壱
丈
三
尺
程　

但
縁
共
ニ
／

以
上

日
光
薬
師
堂
供
養
之
例
付

―

54006

寛
永
寺

日
光
山
薬
師
堂
供
養
覚

書

1
綴

寛
永
13
年

―

寛
永
十
三
丙
子
年
三
月
五
日　

日
光
山
／
菩
薩　

拾
弐
人

54006

〜54007

白
紙
包
紙
あ
り

―
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54007

寛
永
寺

日
光
薬
師
堂
供
養
日
時

定
陣
儀

1
通

寛
永
13
年
3
月
5
日

―

寛
永
十
三
年
三
月
五
日
／
日
光
薬
師
堂
／
薬
師
堂

供
養

―

54008

寛
永
寺

正
親
町
前
大
納
言
・
柳

原
前
大
納
言
連
署
状

1
通

7
月
6
日

正
親
町
前
大
納
言
／
柳
原
前
大

納
言
連
署
状

寛
永
之
度
日
光
山
薬
師
堂
／
相
添
進
之
候
以
上

包
紙
「
口
上
覚
」

松
平
紀
伊
守
殿

54009

寛
永
寺

法
会
役
次
第

1
通
（
寛
永
13
年
）

―

着
座
公
卿
／
中
山
大
納
言
／
差
次
蔵
人

「
日
光
薬
師
堂
供
養
之
例
付
」

―

54010

寛
永
寺

東
叡
山
中
堂
供
養
御
願

文

1
通

元
禄
11
年
9
月
3
日

―

夫
薬
師
如
来
者
利
益
殊
／
皆
是
平
等
利
益
敬
白

54010

〜
18
の
包
紙
あ
り
。54010

・54011

で
包

紙
一
括
、
包
紙
ウ
ハ
書
「
東
叡
山
中
堂
供
養
／
御

願
文
前
大
納
言
恒
長
卿
作
進
／
元
禄
十
一
年
八
月

八
日
被
仰
出
奉
行
輝
光
同
十
一
日
献
之
」

―

54011

寛
永
寺

東
叡
山
中
堂
供
養
御
願

文

1
通

元
禄
11
年
9
月
3
日

―

夫
薬
師
如
来
者
利
益
殊
／
皆
是
平
等
利
益
敬
白

―

54012

寛
永
寺

東
叡
山
中
堂
供
養
呪
願

文

1
通

元
禄
11
年
9
月

―

天
地
人
民
物
々
品
別
／
歓
喜
利
益
等
至
誠
無
量

包
紙
ウ
ハ
書
「
東
叡
山
中
堂
供
養
／
呪
願
文
前
大

納
言
豊
長
卿
作
進
／
元
禄
十
一
年
八
月
六
日
被
仰

出
奉
行
輝
光
同
十
一
日
献
之
」

―

54013

寛
永
寺

東
叡
山
中
堂
供
養
御
願

文

1
巻

元
禄
11
年
9
月
3
日

―

天
地
人
民
物
物
品
別
／
歓
喜
利
益
等
至
誠
無
量

―
54014

寛
永
寺

東
叡
山
中
堂
供
養
御
願

文

1
巻

元
禄
11
年
9
月
3
日

―

夫
薬
師
如
来
者
利
益
殊
勝
／
皆
是
平
等
利
益
敬
白

―

54015

寛
永
寺

東
叡
山
中
堂
供
養
御
願

文
・
同
呪
願
文
・
新
広

義
門
院
廿
五
回
忌
御
願

文
・
同
諷
誦

1
巻

元
禄
11
年
9
月
3

日
・
元
禄
11
年
9
月

3
日
・
元
禄
14
年
7

月
5
日
・
元
禄
14
年

7
月
5
日

―

関
東
瑠
璃
殿
供
養
御
願
文　

夫
薬
師
如
来
／
所
修

如
件
敬
白

―

54016

寛
永
寺

東
叡
山
中
堂
供
養
呪
願

文

1
通

元
禄
11
年
9
月

―

天
地
人
民
物
々
品
別
／
利
益
平
等
至
誠
無
量

―

54017

寛
永
寺

東
叡
山
中
堂
供
養
御
願

文

1
冊

元
禄
11
年
9
月
3
日

―

夫
薬
師
如
来
者
利
益
殊
／
皆
是
平
等
利
益
敬
白

―

54018

寛
永
寺

東
叡
山
中
堂
供
養
呪
願

文

1
冊

元
禄
11
年
9
月

―

天
地
人
民
物
々
品
別
／
利
益
平
等
至
誠
無
量

―
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目
録
番
号

関
連
寺
院

史
料
名

員
数

年
月
日

差
出

書
出
／
書
止

備
考

宛
所

54019
寛
永
寺

東
叡
山
中
堂
供
養
次
第

1
帖

元
禄
11
年
冬

（
近
衞
基
熈
花
押
）

東
叡
山
中
堂
供
養
次
第
／
次
公
卿
退
出

基
熈
公
奥
書
「
此
次
第
関
東
叡
山
中
堂
供
養
〈
九

月
三
日
〉
之
時
、
左
府
依
仰
被
作
進
、
但
於
関
東

者
事
々
作
法
以
下
有
相
違
而
如
次
第
云
々
、
猶
追

而
可
写
之
者
也
、
元
禄
十
一
年
冬　
（
花
押
）」

―

54020

輪
王
寺

北
山
鈔
禁
色
雑
袍
事

1
通
（
近
世
）

―

北
山
鈔
／
禁
色
雑
袍
事
／
依
有
永
宣
旨
不
申
代
官

54020

〜5‌

包
紙
一
括
、
包
紙
ウ
ハ
書
「
永
宣
旨

之
事
」

―

54021

輪
王
寺

後
柏
原
天
皇
宣
旨
写

1
通

永
正
17
年
後
6
月
23

日

右
中
弁

上
野
国
新
田
庄
世
良
田
／
天
気
如
此
悉
之
以
状

包
紙
ウ
ハ
書
「
世
良
田
長
楽
寺
永　

宣
旨
写
」

真
言
院
住
持
御
房

54022

輪
王
寺

霊
山
院
願
書

1
通

9
月

霊
山
院

覚　

永
宣
旨
御
願
書
之
内
／
願
候
ハ
ゝ
御
免
可
被

成
与
思
召
候
、
以
上

端
書
「
今
度
御
願
紙
面
之
不
審
有
之
重
而
被
出
候

口
上
」

―

54023

輪
王
寺

霊
山
院
大
僧
都
慈
泉
・

真
覚
院
大
僧
都
最
妙
口

上
写

1
通

正
徳
3
年
3
月

霊
山
院
大
僧
都
慈
泉
・
真
覚
院

大
僧
都
最
妙

天
台
宗
僧
徒
官
位
昇
進
／
年
中
之
宣
旨
写
進
上
仕

候

端
書
「
正
徳
三
年
従
大
明
院
宮
被
遣
候
御
口
上

写
」

―

54024

輪
王
寺

輪
王
寺
宮
御
使
霊
山
院

慈
泉
依
頼
状

1
通

9
月

輪
王
寺
宮
御
使
霊
山
院
慈
泉
口

上
写

天
台
宗
僧
徒
官
位
権
大
僧
都
／
宜
御
沙
汰
被
為
頼

入
候
以
上

端
書
「
今
度
輪
王
寺
宮
永　

宣
旨
御
願
口
状
之

写
」

―
54025

輪
王
寺

輪
王
寺
御
願
永
宣
旨
之

事

1
通

永
正
17
年
後
6
月
23

日

右
中
弁

上
野
国
新
田
庄
世
良
田
／
天
気
如
此
悉
之
以
状

真
言
院
住
持
御
房

54026-1

寛
永
寺

松
平
豊
後
守
口
上
覚

1
通

寛
延
4
年
8
月
16
日

松
平
豊
後
守

口
上
覚
東
叡
山
有
徳
院
御
仏
殿
／
私
方
江
之
奉
書

入
御
披
見
候
以
状

端
書
「
寛
延
四
年
」。54026

続
紙
。
包
紙
あ
り

柳
原
大
納
言
殿
広
橋
大
納
言
殿

54026-2

寛
永
寺

松
平
右
近
将
監
・
本
多

伯
耆
守
・
堀
田
相
摸
守

書
状

1
通

8
月
10
日

松
平
右
近
将
監
・
本
多
伯
耆

守
・
堀
田
相
摸
守

一
筆
令
啓
候
被
害
叡
山
／
被
申
入
候
恐
々
謹
言

松
平
豊
後
守
殿

54026-3

寛
永
寺

御
返
答
口
上
覚

1
通

8
月
17
日

広
橋
大
納
言
・
柳
原
大
納
言

御
返
答
口
上
覚
東
叡
山
／
奉
書
預
置
候
以
上

松
平
豊
後
守
殿

54026-4

寛
永
寺

松
平
豊
後
守
江
達
書
写

1
通
（
寛
延
4
年
9
月
26

日
）

―

有
徳
院
殿
御
仏
殿
勅
額
／
宜
有
御
沙
汰
候
事

端
書
「
同
年
九
月
廿
六
日
松
平
豊
後
守
え
相
達
候

切
紙
」

（
松
平
豊
後
守
）
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54026-5

寛
永
寺

松
平
豊
後
守
よ
り
切
紙

1
通

寛
延
4
年
10
月
19
日

松
平
豊
後
守

有
徳
院
殿
御
仏
殿
勅
額
／
旨
被　

仰
出
候
事

端
書
「
同
年
十
月
十
九
日
松
平
豊
後
守
よ
り
到
来

之
切
紙
」

―

54026-6
寛
永
寺

広
橋
大
納
言
・
柳
原
大

納
言
沙
汰
書

1
通

10
月
19
日

広
橋
大
納
言
・
柳
原
大
納
言

有
徳
院
殿
御
仏
殿
勅
額
／
則
令
沙
汰
候
以
上

松
平
豊
後
守
殿

54027

寛
永
寺

寛
永
寺
女
房
奉
書
案

1
通
（
近
世
）

―

寛
永
寺
へ
永
宣
旨
の
御
沙
汰
／
お
ほ
し
め
し
候
か

し
く

―

54028

久
米
寺

尊
寿
院
前
大
僧
正
某
書

状
写

1
通

12
月
13
日

尊
寿
院
前
大
僧
正

如
仰
其
后
者
／
御
座
候
也

28
・
29
・
30
で
一
包
。54028

単
独
の
包
紙
あ

り
。
ウ
ハ
書
「
上
書
」。
久
米
寺
大
塔
再
建
。
尊

寿
院
は
仁
和
寺
僧

聖
無
動
院
権
僧
正
様

54029

久
米
寺

和
州
久
米
寺
大
塔
再
建

ニ
付
書
状
写

1
枚
（
近
世
）

―

―
／
―

真
乗
院
宥
證
と
聖
無
動
院
澄
我
の
書
状
6
通
を
写

す

―

54029-1

久
米
寺

宥
證
書
状
写

1
通

1
月
23
日

宥
證

余
寒
候
処
／
候
故
以
書
中
申
入
候
也

聖
無
動
院
権
僧
正

54029-2

久
米
寺

澄
我
書
状
写

1
通

1
月
23
日

澄
我

御
書
中
令
披
誦
候
／
仍
早
々
回
章
申
入
候
也

真
乗
院
僧
正
様

54029-3

久
米
寺

宥
證
書
状
写

1
通

1
月
24
日

宥
證

昨
日
以
書
面
／
頼
入
存
候
也

聖
無
動
院
権
僧
正

54029-4

久
米
寺

澄
我
書
状
写

1
通

1
月
24
日

澄
我

以
書
中
申
入
候
／
為
其
如
此
候
也

真
乗
院
僧
正
様

54029-5

久
米
寺

宥
證
書
状
写

1
通

1
月
25
日

宥
證

昨
日
者
預
貴
簡
／
御
挨
拶
旁
如
此
御
座
候
也

聖
無
動
院
権
僧
正

54029-6

久
米
寺

澄
我
書
状
写

1
通

1
月
26
日

澄
我

一
昨
日
御
書
面
／
回
答
如
此
御
座
候
也

真
乗
院
僧
正
様

54030

久
米
寺

林
数
馬
願
書

1
通

1
月
27
日

林
数
馬

久
米
寺
一
件
／
已
上

差
出
・
月
日
の
間
に
「
右
之
通
令
承
知
」
と
あ
り

渡
辺
要
人

54031

光
照
院

光
照
公
主
御
代
々
尊
号

1
通
（
近
世
）

―

―
／
―

開
山
自
本
覚
公
大
姉
〜
後
西
院
皇
女
放
光
院
霊
山

尊
玉
上
座

―

東京大学史料編纂所研究紀要　第36号　2026年 3 月　（227） 

公益財団法人陽明文庫『一般文書目録』「仏教」の紹介（一）（藤井・尾上・林・遠藤）



目
録
番
号

関
連
寺
院

史
料
名

員
数

年
月
日

差
出

書
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／
書
止

備
考

宛
所

54032
法
蔵
院
ヵ

微
妙
高
院
殿
忌
日
等
書

付

1
通

延
宝
4
丙
辰
4
月
6

日

―

近
衞
尚
嗣
公
貴
愛
子
／
葬
于
海
蔵
院

好
君
。
近
衞
尚
嗣
女
、
伏
見
宮
貞
致
親
王
妃

―

54033

法
蔵
院
ヵ

御
歴
代
薨
去
年
月
及
光

明
心
院
殿
微
妙
広
院
殿

之
事

1
通
（
近
世
）

―

御
歴
代
／
―

近
衞
兼
経
か
ら
信
尹
ま
で
の
忌
日

―

54034

粉
河
寺

粉
河
寺
文
書
写

1
部

―

―

―
／
―

54035

・54036

・54037

の
写
、
一
紙
ご
と
に
ラ

ベ
ル
を
付
し
枝
番
と
さ
れ
て
い
る
が
省
略

―

54035

粉
河
寺

粉
河
寺
文
書
写

1
部

―

―

―
／
―

17
点
の
文
書
の
影
写
。
い
ず
れ
も
粉
河
寺
文
書
に

あ
り

―

54035-1

粉
河
寺

護
良
親
王
令
旨
案

1
通

延
元
元
年
12
月
2
日

右
馬
頭
（
花
押
写
）

和
泉
国
塩
穴
／
以
状

奥
裏
に
「
十
一
」
と
あ
り

―

54035-2

粉
河
寺

長
岡
藤
孝
・
一
色
藤
長

連
署
書
状
写

1
通

6
月
20
日

藤
長
（
花
押
写
）
藤
孝
（
花
押

写
）

諸
口
被
相
催
／
恐
々
謹
言

一
紙
に
長
岡
藤
孝
・
一
色
藤
長
連
署
書
状
、
畠
山

高
政
書
状
の
二
通
を
写
す

粉
河
寺
惣
分
沙
汰
所
御
中

54035-3

粉
河
寺

畠
山
高
政
書
状
写

1
通

7
月
9
日

高
政
（
花
押
写
）

此
表
急
度
可
及
行
候
／
恐
々
謹
言

一
紙
に
長
岡
藤
孝
・
一
色
藤
長
連
署
書
状
、
畠
山

高
政
書
状
の
二
通
を
写
す

粉
河
寺
惣
分
沙
汰
所
御
中

54035-4

粉
河
寺

将
軍
足
利
義
昭
御
内
書

1
通

6
月
10
日

（
花
押
写
）

諸
口
相
催
／
可
申
也

「
粉
河
寺
文
書
」
の
原
本
は
6
月
20
日
付
、
一
紙

に
足
利
義
昭
御
内
書
、
畠
山
秋
高
書
状
の
二
通
を

写
す

粉
河
寺
惣
分
沙
汰
所

54035-5

粉
河
寺

畠
山
秋
高
書
状
写

1
通

7
月
7
日

秋
高
（
花
押
写
）

就
御
入
洛
／
恐
々
謹
言

一
紙
に
足
利
義
昭
御
内
書
、
畠
山
秋
高
書
状
の
二

通
を
写
す

粉
河
寺
年
預

54035-6

粉
河
寺

貞
直
書
状
写

1
通

12
月
24
日

貞
直
（
花
押
写
）

太
上
天
皇
一
昨
日
／
如
件

奥
裏
に
「
一
」
と
あ
り

粉
河
寺
行
人
中

54035-7

粉
河
寺

護
良
親
王
令
旨
案

1
通

正
月
11
日

左
少
将
（
花
押
写
）

□
十
五
日
御
用
事
／
悉
之

奥
裏
に
「
二
」。
上
部
欠
損
の
文
書
を
写
す

□
河
寺
行
人
等
中

54035-8

粉
河
寺

護
良
親
王
令
旨
案

1
通

元
弘
3
年
正
月
10
日

左
少
将
（
花
押
写
）

馳
参
之
由
／
如
件

奥
裏
に
「
三
」。
上
部
欠
損
の
文
書
を
写
す

□
河
寺
行
人
等
中
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54035-9

粉
河
寺

護
良
親
王
令
旨
案

1
通

元
弘
3
年
2
月
5
日

左
少
将
（
花
押
写
）

召
馳
参
致
合
戦
之
／
悉
之

奥
裏
に
「
四
」
と
あ
り

粉
河
寺
行
人
等
中

54035-10
粉
河
寺

左
衛
門
尉
重
朝
奉
書
案

1
通

元
弘
3
年
壬
2
月
9

日

左
衛
門
尉
重
朝
（
花
押
写
）

被
召
度
々
忠
之
至
／
執
達
如
件

奥
裏
に
「
五
」
と
あ
り

粉
河
寺
方
人
々
中

54035-11

粉
河
寺

左
衛
門
尉
重
朝
奉
書
案

1
通

4
月
2
日

左
衛
門
尉
（
花
押
写
）

□
六
日
於
河
内
国
／
恐
々
謹
言

奥
裏
に
「
六
」
と
あ
り

粉
河
寺
行
人
中

54035-12

粉
河
寺

護
良
親
王
令
旨
案

1
通

元
弘
3
年
4
月
18
日

左
少
将
（
花
押
写
）

紀
伊
国
平
田
庄
／
悉
之

奥
裏
に
「
七
」
と
あ
り

―

54035-13

粉
河
寺

後
醍
醐
天
皇
綸
旨
写

1
通

延
元
元
年
7
月
18
日

左
中
将
（
花
押
写
）

紀
伊
国
井
上
新
庄
／
以
状

奥
裏
に
「
八
」
と
あ
り

粉
河
寺
行
人
中

54035-14

粉
河
寺

護
良
親
王
令
旨
写

1
通

延
元
元
年
11
月
22
日

右
馬
頭
（
花
押
写
）

尊
氏
直
義
以
下
／
以
状

奥
裏
に
「
九
」
と
あ
り

粉
河
寺
行
人
等
中

54035-15

粉
河
寺

護
良
親
王
令
旨
写

1
通

延
元
元
年
12
月
2
日

右
馬
頭
（
花
押
写
）

紀
伊
国
平
田
庄
／
以
状

奥
裏
に
「
十
」
と
あ
り

―
54035-16

粉
河
寺

畠
山
国
清
軍
勢
催
促
状

写

1
通

建
武
3
年
10
月
2
日

源
国
清
（
花
押
写
）

新
田
義
貞
幷
正
成
／
仍
執
達
如
件

奥
裏
に
「
十
三
」
と
あ
り

粉
河
寺
方
衆
御
中

54035-17

粉
河
寺

畠
山
国
清
軍
勢
催
促
状

写

1
通

建
武
3
年
10
月
7
日

源
国
清
（
花
押
写
）

新
田
義
貞
幷
正
成
／
仍
執
達
如
件

奥
裏
に
「
十
二
」
と
あ
り

粉
河
寺
方
衆
御
中

54036

粉
河
寺

雑
録

1
巻

―

―

雑
録
／
―

粉
河
寺
旧
記
抜
書
。
文
書
4
通
を
引
用

―

54036-1

粉
河
寺

天
海
書
状
写

1
通

7
月
14
日

大
僧
正
（
花
押
写
）

其
以
来
者
不
申
通
候
／
恐
惶
謹
言

彦
坂
九
兵
衛
殿

54036-2

粉
河
寺

双
厳
院
・
仏
乗
坊
連
署

状
写

1
通

元
和
9
年
極
月
8
日

双
厳
院
在
判
・
仏
乗
坊
在
判

従
大
僧
正
様
／
恐
々
謹
言

粉
河
衆
徒
中
・
御
池
坊

54036-3

粉
河
寺

双
厳
院
・
竹
林
坊
・
最

教
院
連
署
状
写

1
通

3
月
13
日

双
厳
院
在
判
・
竹
林
坊
在
判
・

最
教
院
在
判

一
筆
申
入
候
近
々
／
恐
惶
謹
言

護
光
院

東京大学史料編纂所研究紀要　第36号　2026年 3 月　（229） 

公益財団法人陽明文庫『一般文書目録』「仏教」の紹介（一）（藤井・尾上・林・遠藤）



目
録
番
号

関
連
寺
院

史
料
名

員
数

年
月
日

差
出

書
出
／
書
止

備
考

宛
所

54036-4
粉
河
寺

彦
坂
光
正
書
状
写

1
通
（
近
世
前
期
）

彦
九
兵
光
正
（
花
押
写
）

一
書
令
啓
達
候
／
恐
々
謹
言

粉
河
御
池
様

54037

粉
河
寺

紀
州
粉
河
寺
縁
起

1
冊

正
徳
3
年
2
月

―

―
／
―

家
熈
公
御
写
。
奥
書
「
以
彼
寺
古
本
書
写
了
、
正

徳
三
年
二
月
上
旬　
（
花
押
）」

―

54038

粉
河
寺

徳
大
寺
家
栗
栖
荘
庁
宣

1
巻

―

―

―
／
―

―

54038-1

粉
河
寺

粉
河
寺
観
音
霊
験
記
巻

中

1
巻
（
近
世
）

―

―
／
―

―

54038-2

粉
河
寺

藤
原
公
能
寄
進
状
写

1
通

保
延
4
年
3
月
25
日

正
四
位
下
左
近
衞
権
中
将
兼
美

作
介
藤
原
朝
臣
公
能

応
寄
栗
栖
庄
於
粉
河
寺
／
敬
白

―

54038-3

粉
河
寺

鳥
羽
院
庁
下
文
写

1
通

久
安
2
年
4
月
29
日

院
庁

院
庁
下
紀
伊
国
在
庁
官
人
等
／
故
下

紀
伊
国
在
庁
官
人
等

54038-4

粉
河
寺

藤
原
公
能
起
請
文
写

1
通

永
暦
2
年
8
月
6
日

正
二
位
行
右
大
臣
兼
右
近
衞
大

将
藤
原
朝
臣
公
能

起
請
／
仍
起
請
如
件

―
54038-5

粉
河
寺

因
幡
前
司
大
江
広
元
書

状
写

1
通

元
暦
2
年
6
月
9
日

因
幡
前
司

粉
河
寺
所
司
訴
申
／
恐
々
謹
言

典
膳
殿
・
近
藤
七
殿

54038-6

粉
河
寺

太
皇
太
后
宮
盛
景
奉
書

写

1
通

元
暦
2
年
7
月
1
日

太
皇
太
后
宮
盛
景

所
令
申
給
之
粉
河
寺
領
／
恐
々
謹
言

―

54038-7

粉
河
寺

鎌
倉
殿
御
使
下
文
写

1
通

元
暦
2
年
7
月
1
日

藤
原
在
判
・
中
原
在
判

鎌
倉
殿
御
使
下
／
故
下

紀
伊
国
名
草
郡
栗
栖
庄
公
文
田

堵
等
所

54038-8

粉
河
寺

高
階
泰
経
書
状
写

1
通

元
暦
2
年
7
月
3
日

大
蔵
卿
泰
経

粉
河
領
栗
栖
庄
／
恐
々
謹
言

美
作
中
将

54038-9

粉
河
寺

某
下
知
状
写

1
通

元
暦
2
年
7
月
4
日

在
御
判

粉
河
寺
領
栗
栖
庄
／
之
状
如
件

―
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54038-10

粉
河
寺

関
東
下
知
状
写

1
通

元
久
2
年
5
月
27
日

遠
江
守
平

下　

紀
伊
国
粉
河
寺
所
司
等
／
下
知
如
件

紀
伊
国
粉
河
寺
所
司
等

54038-11

粉
河
寺

関
東
下
知
状
写

1
通

永
仁
6
年
8
月
10
日

相
模
守
平
朝
臣
在
判
・
陸
奥
守

平
朝
臣
在
判

紀
伊
国
粉
川
寺
住
侶
等
幷
徳
大
寺
前
内
大
臣
雑
掌

申
当
国
来
栖
庄
事
／
依
鎌
倉
殿
仰
下
知
如
件

―

54038-12

粉
河
寺

六
波
羅
下
知
状
写

1
通

永
仁
6
年
9
月
24
日

前
上
野
介
平
朝
臣
在
判
・
左
近

将
監
平
朝
臣
在
判

紀
伊
国
粉
河
寺
住
僧
幷
徳
大
寺
前
内
大
臣
家
雑
掌

申
当
国
来
栖
庄
事
／
可
致
沙
汰
之
状
如
件

―

54038-13

粉
河
寺

太
政
官
符
写

1
通

正
暦
2
年
11
月
28
日

―

太
政
官
符　

紀
伊
国
司
／
符
到
奉
行

―

54039

粉
河
寺

粉
河
寺
伽
藍
図

1
巻
（
近
世
）

―

―
／
―

―

54040

金
剛
峯
寺

高
野
山
金
剛
峯
寺
ヘ
御

沙
汰
書

1
通

5
月

行
政
官

―
／
―

写

高
野
山
金
剛
峰
寺

54041

金
剛
峯
寺

御
所
向
撫
物
取
次
ニ
付

書
付

1
通
（
近
世
）

―

高
野
山
学
侶
中
よ
り
／
御
座
候
御
事

本
文
中
で
明
和
五
年
・
安
永
二
年
の
仰
せ
に
つ
き

言
及
あ
り

―
54042

金
剛
峯
寺

高
野
山
仙
台
宿
坊
再
建

之
願
書

1
通

文
久
4
年
5
月
16
日

―

御
由
緒
書
ノ
御
控
／
―

写
。54042

・
43
で
3
枚
一
具
。
高
野
山
仙
台
宿

坊
再
建
御
願
書
二
通

―

54043

金
剛
峯
寺

高
野
山
仙
台
宿
坊
再
建

之
願
書

1
通
（
近
世
）

―

奉
内
奏
状
事
／
忝
存
候
事

写
。54042

・43‌

で
3
枚
一
具

―

54044-1

金
剛
峯
寺

高
野
山
記

1
通

―

―

高
野
山
記
／
可
秘
々
々
云
々

本
奥
書
「
于
時
一
長
者
醍
醐
寺
座
主
■
■
法
務
前

大
僧
正
義
堯
（
花
押
写
）」、
書
写
奥
書
「
右
此
一

巻
者
清
光
院
持
参
、
依
基
熈
公
仰
令
書
写
者
也
、

寛
文
五
年
極
月
十
三
日　

賀
茂
重
豊　

萱
堂
清
光

院
持
参
三
巻
之
内
」

―

54044-2

金
剛
峯
寺

高
野
山
萱
堂
勧
進
帳

1
通

―

沙
門
覚
心
（
花
押
写
）

勧
進
沙
門
某
敬
白
／
勧
進
之
趣
如
件

奥
書
「
右
此
一
巻
清
光
院
持
参
也
、
依
基
熈
公
仰

書
写
畢
、
寛
文
五
年
極
月
十
三
日　

賀
茂
重
豊　

萱
堂
清
光
院
持
参
三
巻
之
内
」

―

54044-3

金
剛
峯
寺

高
野
山
成
仏
院
勧
進
帳

1
通

―

―

勧
進
沙
門
某
敬
白
／
仍
勧
進
所
唱
如
斯

奥
書
「
右
一
巻
者
清
光
院
持
参
、
依
基
熈
公
仰
令

書
写
者
也
、
寛
文
五
年
極
月
十
三
日　

賀
茂
重
豊

　

萱
堂
清
光
院
持
参
三
巻
之
内
」

―
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目
録
番
号

関
連
寺
院

史
料
名

員
数

年
月
日

差
出

書
出
／
書
止

備
考

宛
所

54045
金
剛
峯
寺

高
野
山
萱
堂
記
上
包

1
枚

寛
文
5
年

―

―
／
―

54044-1

〜3‌

の
包
紙
、
紙
背
は
寛
文
五
年
大
呂

日
賀
茂
重
豊
書
状

―

54046

金
剛
峯
寺

募
十
方
檀
越
資
助
請
再

興
本
堂
等
勧
化
略
縁
起

1
通

享
保
18
年
3
月
8
日

後
深
草
院
御
勅
願
所
高
野
山
苅

萱
堂
深
草
山
安
養
寺
成
仏
院

―
／
―

―

54047

金
剛
峯
寺

勅
願
所
深
草
山
安
養
寺

成
仏
院
苅
萱
堂
霊
宝
目

録

1
通
（
近
世
）

―

―
／
―

重
宝
目
録
。
刷
り
物
。
末
尾
に
手
書
き
で
近
衞
信

尹
書
状
と
進
藤
書
状
を
書
き
込
む

―

54048

金
輪
寺

神
尾
山
金
輪
寺
参
詣
記

1
冊

閏
8
月
4
日

宮
川
村
庄
屋
吉
左
ヱ
門

金
輪
寺
参
詣
之
記
／
―

―

54049

金
光
寺

洛
陽
金
光
寺
略
縁
起

1
冊
（
近
世
）

―

金
光
寺
略
縁
起
市
中
山
市
屋
道
場
／
別
巻
記
之

奥
書
「
右
一
軸
者
作
阿
上
人
某
記
縁
起
要
語
以
乞

予
故
応
求
令
書
畢
、
応
永
三
年
二
月
黄
門
藤
」
末

尾
に
宝
永
二
年
後
四
月
廿
六
日
の
綸
旨
写
。
玄
哲

上
人
を
住
持
に

―

54050

金
毘
羅
山

金
光
院

讃
州
金
毘
羅
山
金
光
院

之
事

1
通
（
近
世
）

―

覚
／
被
成
下
之
由
也

当
門
跡
の
末
寺
か
ど
う
か

―
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